
庄内町議会 検 索

花
き
提
供

　
庄
内
町
は
住
み
や
す
い

で
す
か
。

好
き
だ
し
住
み
や
す
い

　
　
　
　
1
・
2
小
学
区

と
違
い
少
々
不
便
で
す
が
、

田
ん
ぼ
が
多
く
、
空
気
も

澄
ん
で
い
て
、
多
様
な
植

物
と
の
ふ
れ
あ
い
等
、
子

ど
も
た
ち
に
と
っ
て
は
良

い
環
境
で
す
。

　
　
　
　
庄
内
町
は
好
き

だ
し
住
み
や
す
い
。
大
学

進
学
や
就
職
で
、
一
旦
は

町
を
離
れ
る
こ
と
に
な
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
家

族
を
持
っ
た
ら
、
田
舎
だ

け
ど
風
景
も
よ
く
、
子
育

て
を
考
え
て
庄
内
町
に
住

み
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
け
っ
こ
う
好
き

で
す
。
庄
内
町
は
子
育
て

が
し
や
す
い
町
だ
と
思
う

し
将
来
も
住
み
た
い
で
す
。

　
　
　
　
コ
ン
ビ
ニ
も
近

く
に
あ
り
快
適
に
暮
ら
し

て
い
る
。
住
み
や
す
い
町

だ
と
思
い
ま
す
。
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最
近
、
今
ま
で
に
経
験

し
た
こ
と
の
な
い
豪
雨
と

東
日
本
大
震
災
を
思
わ
せ

る
地
震
が
頻
繁
に
起
こ
っ

て
い
ま
す
。
マ
ス
コ
ミ
で

は
被
災
地
の
状
況
を
連
日

の
よ
う
に
報
道
し
て
い
ま

し
た
。

　
９
月
定
例
会
は
３
日
か

ら
13
日
の
日
程
で
、
９
人

の
議
員
か
ら
、
７
月
25
日

の
豪
雨
災
害
に
関
す
る
質

問
が
あ
り
ま
し
た
。
庄
内

町
で
も
、
農
作
物
の
被
害

に
対
す
る
災
害
復
旧
支
援

策
と
し
て
の
調
査
が
行
わ

れ
て
い
ま
す
。
災
害
に
遭

わ
れ
た
皆
様
が
一
日
も
早

く
日
常
生
活
が
送
ら
れ
ま

す
よ
う
お
祈
り
し
ま
す
。

同
様
に
今
回
の
教
訓
を
生

か
し
、
町
民
の
安
心
安
全

の
確
保
に
つ
な
げ
る
こ
と

を
お
誓
い
申
し
上
げ
ま
す
。

（
石
川
　
武
利
）

発
行
人

　
議
　
長
　
石
川
　
　
保

議
会
広
報
常
任
委
員
会

　
委
員
長
　
阿
部
　
利
勝

　
副
委
員
長
　
渡
部  

伊
君
子

　
委
　
員
　
石
川
　
武
利

　
委
　
員
　
ス
ル
タ
ン
ヌ
ー
ル

　
委
　
員
　
奥
山
　
康
宏

　
委
　
員
　
伊
藤
　
和
美

住み続けたい庄内町は？
中学3年生の皆さんの

庄内町けっこう好きかも

町民へのインタビュー

　
将
来
ど
の
よ
う
な
町
に

な
っ
て
ほ
し
い
で
す
か
。

大
人
に
な
っ
て
も
住
み
続

け
た
い
町
に

　
　
　
　
資
格
の
と
れ
る

学
校
と
か
就
職
先
を
増
や

し
て
ほ
し
い
。

　
　
　
　
夜
遅
く
ま
で
学

習
で
き
る
施
設
と
か
が
な

　
庄
内
町
花
き
振
興
会

よ
り
議
場
に
生
花
を
寄

贈
い
た
だ
き
ま
し
た
。

く
、
教
育
の
部
分
が
弱
い

の
で
も
っ
と
教
育
に
力
を

い
れ
て
貰
い
た
い
。
自
然

災
害
に
関
し
て
は
、
安
全
・

安
心
日
本
一
の
町
を
ア

ピ
ー
ル
し
て
ほ
し
い
と
思

い
ま
す
。

　
　
　
　
若
者
が
遊
べ
る

施
設
を
増
や
し
て
ほ
し
い
。

子
育
て
支
援
と
し
て
、
子

ど
も
が
産
み
づ
ら
い
と
い

う
環
境
を
庄
内
町
か
ら
変

え
て
い
け
ば
、
町
外
か
ら

も
人
が
呼
べ
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

　
　
　
　
大
人
に
な
っ
て

も
住
み
続
け
た
い
と
い
う

庄
内
町
に
な
っ
て
も
ら
い

た
い
。
便
利
な
施
設
、
就

職
先
を
増
や
し
子
ど
も
を

産
ん
で
も
安
定
し
て
暮
ら

し
て
い
け
る
町
に
な
っ
て

ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

　
わ
が
町
に
こ
れ
が
欲
し

い
、
こ
れ
が
い
ら
な
い
。

学
習
塾
や
遊
ぶ
場
所
が
欲

し
い

　
　
　
　
４
小
学
区
に
ス
ー

パ
ー
や
学
習
塾
が
欲
し
い
。

あ
と
、
ス
ポ
ー
ツ
で
も
マ

ニ
ア
ッ
ク
な
競
技
施
設
を

作
れ
ば
鶴
岡
や
酒
田
か
ら

人
が
呼
べ
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

　
　
　
　
夜
が
暗
く
田
ん

ぼ
道
に
照
明
を
増
や
し
て

欲
し
い
。
高
規
格
道
路
の

入
り
口
と
出
口
の
十
字
路

に
信
号
が
必
要
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

　
　
　
　
町
に
風
車
を
も
っ

と
増
や
し
て
欲
し
い
。
も
っ

と
遊
べ
る
施
設
が
欲
し
い

で
す
。

　
　
　
　イ
オ
ン
や
マ
ッ
ク

と
か
の
全
国
チ
ェ
ー
ン
店

が
増
え
た
ら
便
利
に
過
ご

せ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
い
ら
な
い
も
の
と

し
て
、
空
き
家
で
す
。
ス
ー

パ
ー
が
県
道
を
挟
ん
で
二

つ
あ
る
け
ど
、
も
う
一
つ

は
別
の
施
設
の
ほ
う
が
利

便
性
が
よ
い
よ
う
に
思
い

ま
す
。

 

４
人
の
意
見

 

「
議
会
傍
聴
を
し
て
み
て
、

中
学
生
議
会
を
や
っ
て
み

た
い
で
す
！
」

荒木健太さん
（廿六木）
荒木健太さん
（廿六木）

池田亜輝さん
（高田麦）
池田亜輝さん
（高田麦）

けんたけんた あ  きあ  き けいじけいじ
前田啓慈さん
（松陽）

前田啓慈さん
（松陽）

荒木そらさん
（沢新田）
荒木そらさん
（沢新田）

校長室にて校長室にて

拝
啓
　
先
日
は
議
会
傍
聴
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
今

回
、「
将
来
も
住
み
た
い
庄
内
町
」
を
テ
ー
マ
に
お
話
を
お

伺
い
で
き
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
受
験
勉
強
や
自
分
の
夢
を
追

う
こ
と
に
精
一
杯
で
、「
庄
内
町
の
こ
と
？
そ
れ
は
あ
な
た

達
の
仕
事
じ
ゃ
な
い
で
す
か
」
と
論
破
さ
れ
そ
う
で
す
が
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
敬
具

問そ
ら
さ
ん

そ
ら
さ
ん

啓
慈
さ
ん

啓
慈
さ
ん

啓
慈
さ
ん

亜
輝
さ
ん

健
太
さ
ん

健
太
さ
ん

健
太
さ
ん

問

問

亜
輝
さ
ん

亜
輝
さ
ん

そ
ら
さ
ん



議
案

消防団員の定数　　消防団員の定数　　
再び削減再び削減

9月
定例会

会 期
9月3日㈫から
   13日㈮まで

各会計決算の認定
8 件

各会計補正予算
8 件

専決処分
1 件

条例設定
1 件

条例制定
4 件

契約案件
5 件

人事案件
1 件

事件案件
1 件
発議
3 件

令和5年度

令和6年度

以上
32 件

原案どおり
可　決

2令和6年11月1日号　第84号

　
現
在
の
消
防
団
員
の
団
員
数

は
何
人
か
。

　
令
和
６
年
現
在
の
消
防
団
員

数
は
、
７
５
０
人
を
切
っ
て
い

る
状
況
で
あ
る
。

　
有
事
の
際
、
ポ
ン
プ
車
を
動
か

せ
る
の
か
。

　

ポ
ン
プ
の
稼
働
に
障
害
が
な

い
よ
う
に
、
再
編
等
も
考
え
な

が
ら
今
後
検
討
し
て
い
く
。

　
７
５
０
人
体
制
に
な
っ
て
も
、

し
っ
か
り
町
民
の
生
命
・
財
産

を
守
れ
る
の
か
。

　

定
数
削
減
に
よ
っ
て
消
防
団

体
制
の
方
は
、
消
防
団
幹
部
と

事
務
局
間
で
連
絡
を
密
に
と
り
な
が
ら
運

営
し
て
い
く
。

　

解
体
の
工
事
内
容
だ
が
、
建

物
解
体
部
分
と
前
の
舗
装
の
部

分
は
ど
う
す
る
の
か
。

　

現
在
舗
装
さ
れ
て
い
る
部
分

は
残
し
、
建
物
を
解
体
し
た
部

分
は
舗
装
部
分
と
同
程
度
の
高
さ
で
埋
戻

し
、
舗
装
は
し
な
い
。

　
跡
地
利
用
に
つ
い
て
は
ど
う

か
。

　

具
体
的
な
利
用
に
つ
い
て
は

今
後
検
討
す
る
。

　
消
防
団
の
条
例
が
一
部
改
正
さ
れ
ま

し
た
。
主
な
改
正
と
し
て
、
消
防
団
員

の
定
数
の
削
減
等
が
決
ま
り
ま
し
た
。

　
令
和
５
年
３
月
に
消
防
団
員
の
定
数

を
80
人
削
減
し
た
も
の
の
、
今
回
再
度

80
人
の
削
減
に
な
り
ま
す
。

消
防
団
員
の
定
数
の
改
正

　

現
在
の
団
員
数
と
条
例
定
数
に
乖
離

が
あ
る
た
め
変
更
す
る
も
の
で
す
。

　

旧
定
員　

８
３
０
人

　

新
定
員　

７
５
０
人

定数減、だいじょうぶか

人 

事

　

令
和
６
年
９
月
26
日
で

任
期
が
満
了
す
る
こ
と
か

ら
、
再
任
と
し
て
提
案
さ

れ
ま
し
た
。
任
期
は
３
年

で
す
。（

賛
成
多
数
で
同
意
）

教
育
委
員
会
教
育
長

再任

佐
　
藤
　
真し
ん

　
哉や

（
上
朝
丸
）

契　約　案　件契　約　案　件

体操センター解体工事請負契約
１ 

工
事
名

体
操
セ
ン
タ
ー
解
体
工
事

２ 

工
事
場
所
体
操
セ
ン
タ
ー

３ 

工
期

着
工　
議
会
議
決
の
日

　
　
　
の
翌
日

完
成　
令
和
７
年

　
　
　
　
　
３
月
24
日

４ 

契
約
金
額 

６
０
５
０
万
円

５ 

契
約
の

　
　
相
手
方

庄
内
町
狩
川
字
東
興
野

80
番
地
の
１

株
式
会
社
狩
川
佐
藤
組

代
表
取
締
役　
佐
藤 

良
一

回
答

回
答

回
答

回
答

回
答

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

　

３
年
間
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
２
期
目
も

皆
様
と
協
力
し
て
「
チ
ー

ム
庄
内
町
」
と
し
て
頑
張

り
た
い
と
思
い
ま
す
の
で

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

主
な
質
疑

主
な
質
疑



3 こんにちは庄内町議会です

　
令
和
６
年
度
庄
内
町
の
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
２
号
）は
、
予
算
総
額
に
収
入
支
出
そ
れ

ぞ
れ
２
億
７
４
６
２
万
円
を
追
加
し
、
総
額

１
２
６
億
５
５
５
６
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
同
補
正
予
算
（
第
３
号
）
は
、
予
算

総
額
に
収
入
支
出
そ
れ
ぞ
れ
３
億
１
５
２
８
万

円
を
追
加
し
、
総
額
１
２
９
億
７
０
８
５
万
円

と
な
り
ま
し
た
。

　
主
な
支
出
と
し
て
は
、
７
月
25
日
か
ら
の
大

雨
に
よ
る
災
害
復
旧
費
２
億
４
８
９
３
万
円
、

児
童
手
当
給
付
金
６
１
２
３
万
円
、
予
防
接
種

委
託
料
の
追
加
３
５
４
０
万
円
等
で
す
。

　
激
甚
災
害
に
指
定
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
事

業
の
90
%
以
上
が
国
よ
り
支
出
さ
れ
ま
す
。

　

7
月
25
日
以
降
に
発
生
し
た
大
雨
被
害
の
災
害

応
急
復
旧
工
事
、
災
害
復
旧
工
事
を
行
い
ま
す
。

　

水
門
、
幹
線
水
路
等
の
農
業
関
連
施
設
、
立
川

線
、
寺
沢
線
林
道
施
設
、
町
道
や
楯
山
公
園
な
ど

の
公
共
施
設
、
そ
の
他
災
害
ご
み
の
処
分
費
や
堆

積
土
砂
の
撤
去
に
あ
て
ら
れ
ま
す
。

　

令
和
6
年
10
月
か
ら
児
童
手
当
法
の
改
正
に
よ

り
、
児
童
手
当
の
支
給
範
囲
が
拡
充
さ
れ
ま
す
。

所
得
制
限
は
撤
廃
さ
れ
、
支
給
対
象
年
齢
は
、
18

歳
到
達
後
の
最
初
の
年
度
末
ま
で
に
延
長
さ
れ
、

第
３
子
以
降
の
支
給
額
は
、
月
1
万
５
０
０
０
円

か
ら
月
３
万
円
に
増
額
し
ま
す
。

　

農
地
・
農
業
用
施
設
災
害
応
急
復
旧
工
事
で
松

の
木
第
１
、
第
２
水
門
や
片
倉
幹
線
水
路
、
興
屋

生
繰
沢
幹
線
水
路
等
7
7
5
0
万
円
、
測
量
設
計

業
務
委
託
料
4
5
0
0
万
円
、
用
水
ポ
ン
プ
用
発
電

分
燃
料
費
1
0
8
0
万
円
等
追
加
さ
れ
ま
す
。

　

町
道
北
月
山
羽
黒
線
、
町
道
清
川
木
野
沢
線
等

や
河
川
の
復
旧
工
事
に
2
3
6
3
万
円
、
測
量
設

計
業
務
委
託
料
1
6
9
1
万
円
等
の
追
加
で
す
。

　

楯
山
公
園
災
害
復
旧
工
事
や
興
屋
地
内
の
土
砂

撤
去
費
用
に
3
9
7
6
万
円
を
追
加
し
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
予
防
接
種
費
用

の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

　

助
成
期
間
は
、
令
和
6
年
10
月
1
日
か
ら
12
月

28
日
ま
で
の
3
か
月
間
で
、
満
65
歳
以
上
の
方
が

該
当
し
ま
す
。
ま
た
、
満
60
歳
か
ら
65
歳
未
満
の

方
も
該
当
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

災
害
復
旧
費

児
童
手
当
給
付
金

農
林
水
産
業
施
設
災
害
復
旧
費

公
共
土
木
施
設
災
害
復
旧
費

そ
の
他
公
共
施
設・公
用
施
設
災
害
復
旧
費

予
防
接
種
委
託
料

２
億
４
８
９
３
万
円

６
１
２
３
万
円

１
億
６
５
２
７
万
円

４
１
１
０
万
円

４
２
５
６
万
円

３
５
４
０
万
円

災害ゴミ、たいへんだ

子どもたちの将来に

77月豪雨 激甚災害に指定月豪雨 激甚災害に指定補正補正のの
ポイントポイント

主
な
内
訳



決
　
算

町税
21億981万円　15.6％
町民税、固定資産税、町たばこ税等

※自主財源
41億8401万円
（30.9％）
41億8401万円

※依存財源
93億4233万円
（69.1％）
93億4233万円

合計135億2634万円

収　入

繰越金
9億3739万円　6.9％
諸収入
2億4410万円　1.8％
幼稚園、小中学校の給食費等

地方交付税
51億1123万円　37.8％
町の収入で賄いきれない分に対する
国からの補填及び再配分

分担金及び負担金
4792万円　0.4％
繰入金
1億6919万円　1.2％
基金、各特別会計からの繰入

寄附金
5億6139万円　4.1％
ふるさと応援寄附金等

財産収入
2438万円　0.2％

使用料及び手数料
8983万円　0.7％
町営住宅、幼稚園等の使用料

その他の交付金
6億8029万円　5.0％
地方消費税交付金ほか、各種交付金

県支出金
10億1284万円　7.5％

国庫支出金
14億9570万円　11.1％

町債
10億4227万円　7.7％
国や金融機関からの借入金

※自主財源：町が自主的に収入する財源をいう。
※依存財源：国や県から定められた額を収入する財源をいう。

人件費
19億2806万円　15.4％
議員、正職員、各種委員の報酬、給与等

※義務的経費
51億7869万円
（41.4％）
51億7869万円

※投資的経費
13億8799万円
（11.1％）

13億8799万円

その他の経費
59億4420万円
（47.5％）
59億4420万円

合計125億1088万円

支　出

公債費
16億1414万円　12.9％
借入金の元利償還金

扶助費
16億3649万円　13.1％
保育園の委託料
介護給付費・訓練等給付費など

物件費
21億3309万円　17.0％
町施設の電気料、燃料、郵便料、
スクールバス、町営バス経費、
電算委託料、パソコン、備品、
消耗品等

災害復旧事業費
1713万円　0.1％
普通建設事業費
13億7086万円　11.0％
投資及び出資金・貸付金
4512万円　0.4％

維持補修費
3億5203万円　2.8％

積立金
1億9275万円　1.5％

補助費等
22億3162万円　17.9％
広域行政組合等への負担金等

※義務的経費：支出が義務付けられ、任意に節減できない経費をいう。
※投資的経費：施設など、財産として将来に残るものの経費をいう。

（各予算額を10万円台で四捨五入していま　 　　　　　すので、合計値と割合に差異があります）

繰出金
9億8959万円　7.9％

4令和6年11月1日号　第84号

町の借金 町の借金 ５億円 減額５億円 減額
歳
入・歳
出 

前
年
比
と
も
に
減
額

一
般
会
計

収
入
（
歳
入
）

賛
成
12
人　
反
対
１
人　

　
令
和
５
年
度
の
一
般
会
計
決
算
は
、
収
入
支
出
と
も
前
年
比
減
額
と
な
り
ま
し

た
。
物
価
高
騰
対
策
支
援
等
の
補
正
は
、
７
回
、
地
域
経
済
の
支
援
を
行
い
ま
し

た
。
町
の
借
金
に
あ
た
る
町
債
現
在
高
は
、
前
年
度
よ
り
５
億
２
４
１
０
万
円
減

の
１
４
６
億
３
４
３
３
万
円
と
な
り
ま
し
た
が
、
経
常
収
支
比
率
は
95
・
８
％
と

前
年
度
よ
り
０・１
ポ
イ
ン
ト
、
改
善
す
る
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

　
自
主
財
源
で
あ
る
町
税
は
、
個
人
町
民
税
で
給
与
所
得
・
農
業
所
得
等
は
増
額
。

固
定
資
産
税
は
課
税
標
準
額
の
減
少
に
よ
り
減
額
し
ま
し
た
が
、
町
税
全
体
で
は
、

前
年
度
よ
り
増
額
と
な
り
ま
し
た
。

　
国
庫
支
出
金
は
前
年
度
よ
り
、
３
億
１
千
万
円
減
額
と
な
り
、
寄
附
金
に
つ
い

て
も
、
1
億
３
千
万
円
の
減
額
と
な
り
ま
し
た
。

「絵のある図書館、　 本のある美術館」 （R6.5.2  グランドオープン）

内藤秀因作　「錦
きんしゅう

秋」



決
　
算

町税
21億981万円　15.6％
町民税、固定資産税、町たばこ税等

※自主財源
41億8401万円
（30.9％）
41億8401万円

※依存財源
93億4233万円
（69.1％）
93億4233万円

合計135億2634万円

収　入

繰越金
9億3739万円　6.9％
諸収入
2億4410万円　1.8％
幼稚園、小中学校の給食費等

地方交付税
51億1123万円　37.8％
町の収入で賄いきれない分に対する
国からの補填及び再配分

分担金及び負担金
4792万円　0.4％
繰入金
1億6919万円　1.2％
基金、各特別会計からの繰入

寄附金
5億6139万円　4.1％
ふるさと応援寄附金等

財産収入
2438万円　0.2％

使用料及び手数料
8983万円　0.7％
町営住宅、幼稚園等の使用料

その他の交付金
6億8029万円　5.0％
地方消費税交付金ほか、各種交付金

県支出金
10億1284万円　7.5％

国庫支出金
14億9570万円　11.1％

町債
10億4227万円　7.7％
国や金融機関からの借入金

※自主財源：町が自主的に収入する財源をいう。
※依存財源：国や県から定められた額を収入する財源をいう。

人件費
19億2806万円　15.4％
議員、正職員、各種委員の報酬、給与等

※義務的経費
51億7869万円
（41.4％）
51億7869万円

※投資的経費
13億8799万円
（11.1％）

13億8799万円

その他の経費
59億4420万円
（47.5％）
59億4420万円

合計125億1088万円

支　出

公債費
16億1414万円　12.9％
借入金の元利償還金

扶助費
16億3649万円　13.1％
保育園の委託料
介護給付費・訓練等給付費など

物件費
21億3309万円　17.0％
町施設の電気料、燃料、郵便料、
スクールバス、町営バス経費、
電算委託料、パソコン、備品、
消耗品等

災害復旧事業費
1713万円　0.1％
普通建設事業費
13億7086万円　11.0％
投資及び出資金・貸付金
4512万円　0.4％

維持補修費
3億5203万円　2.8％

積立金
1億9275万円　1.5％

補助費等
22億3162万円　17.9％
広域行政組合等への負担金等

※義務的経費：支出が義務付けられ、任意に節減できない経費をいう。
※投資的経費：施設など、財産として将来に残るものの経費をいう。

（各予算額を10万円台で四捨五入していま　 　　　　　すので、合計値と割合に差異があります）

繰出金
9億8959万円　7.9％

特別会計

国民健康保険 〈収入〉 21億8111万円 賛成
全員〈支出〉 20億8898万円

後期高齢者医療保険 〈収入〉 2億7842万円 賛成
全員〈支出〉 2億7412万円

介護保険 〈収入〉 29億9030万円 賛成
全員〈支出〉 28億6271万円

風力発電事業 〈収入〉 1億1567万円 賛成
全員〈支出〉 1億  791万円

企業会計

水道事業会計（収益的収支） 〈収入〉 5億5592万円 賛成
全員〈支出〉 5億4831万円

下水道事業会計（収益的収支） 〈収入〉 8億9998万円 賛成
全員〈支出〉 9億  171万円

ガス事業会計（収益的収支） 〈収入〉 5億6018万円 賛成
全員〈支出〉 5億7311万円

特別会計・企業会計
下水道・ガス事業決算 赤字下水道・ガス事業決算 赤字

5 こんにちは庄内町議会です

町税は増加町税は増加
寄付金寄付金はは大幅大幅にに減少減少

支
出
（
歳
出
）

令和5年度

決算
　
義
務
的
経
費
で
は
、
前
年
度
よ
り
１
億
２
千
万
円
の
増
額
で
、
増
加
し
た
主
な

も
の
は
扶
助
費
の
６
千
万
円
、
公
債
費
の
４
千
万
円
等
で
す
。
投
資
的
経
費
で
は

５
千
万
円
、
そ
の
他
の
経
費
で
３
億
４
千
万
円
の
減
額
と
な
り
ま
し
た
。

「絵のある図書館、　 本のある美術館」 



決
　
算

6令和6年11月1日号　第84号

令和 5 年度 決算特別委員会

総
務
・
文
教
・
厚
生

審査日　9月9日、10日、11日
一般会計、特別会計、企業会計
全8案件原案どおり認定

　議会が承認した予算が適正に執行されたかを審
査し、その行政効果や経済効果を住民に代わって
評価します。審査の結果は後年度の予算編成や行
政執行に生かされます。

委 員 長	 加 藤　將 展
副委員長	 阿 部　利 勝

全
質
疑
内
容
は

議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

中
継
録
画
で
閲
覧
で
き
ま
す
。

No 委 員 名 発 言 内 容 担 当 課

1 工 藤 範 子

障がい者総合支援事業　　　　　　　　
敬老事業費
自殺対策事業費
小学校教育振興費・中学校教育振興費
酒田地区広域行政組合分賦金清算返還金
　〇衛生費と消防費
審査意見書　むすびの記述

保 健 福 祉 課

教 育 課
環 境 防 災 課

監 査 委 員

2 スルタン　ヌール 鳥獣被害防止対策費 環 境 防 災 課

3 上 野 幸 美 定住促進空き家活用事業
７節 協力謝礼金 5,359,740 円 不登校等への対応体制

企 画 情 報 課
教 育 課

4 渡　部　伊君子 動物愛護推進事業費
母子保健事業費

環 境 防 災 課
子育て応援課

5 吉 宮 　 茂

地域活性化起業人委託料
やまがた家族丸ごと移住体験モデル事業委託料
移動型行政サービス構築業務委託料
鳥獣被害防止対策費 1,298,000 円

企 画 情 報 課

環 境 防 災 課

6 石 川 武 利

交通安全指導及び啓発費
社会福祉総務費
　〇ひきこもり相談会及び連絡調整会議
放課後児童健全育成事業
休日の部活動の段階的な地域移行事業

環 境 防 災 課
保 健 福 祉 課

子育て応援課
社 会 教 育 課

全通告内容の一部を掲載しています

庄内町議会HP

私たちの暮らしにどう使われたのか

決 算 特 別 委 員 会 と は

P.8 掲載

P.8 掲載

P.8 掲載

P.8 掲載
P.8 掲載

P.8 掲載



決
　
算

7 こんにちは庄内町議会です

No 委 員 名 発 言 内 容 担 当 課

7 伊 藤 和 美

職員研修費　予算の執行額
会計事務費　預金の状況
男女共同参画推進費
地域づくり関係事業費　
定住促進対策事業費　保育園留学の成果は
社会福祉総務費　ひきこもり関連事業
児童福祉支援事業
ゼロカーボン推進事業　見直しの必要は

総 務 課
会 計 室
企 画 情 報 課

保 健 福 祉 課
子育て応援課
環 境 防 災 課

8 奥 山 康 宏

保育委託事業
新型コロナウイルスワクチン接種事業費
出産・子育て応援交付金事業費
　〇産前の電話相談件数は

子育て応援課
保 健 福 祉 課
子育て応援課

9 阿 部 利 勝

地域づくり関係事業費
鳥獣被害防止対策費
飼い主のいない猫の不妊去勢手術費補助金
学習田管理委託料
　〇一定の基準は設けているのか

企 画 情 報 課
環 境 防 災 課

教 育 課

10 小 野 一 晴
消防団のマイカー共済制度
学校管理費
　〇庄内町中学校生徒派遣費補助金

環 境 防 災 課
教 育 課

11 齋 藤 秀 紀

婚活支援事業
行政デジタル化推進事業費
　〇移動型行政サービス構築業務委託料
がん対策事業費
施設整備費・設備整備費

企 画 情 報 課

保 健 福 祉 課
環 境 防 災 課

　

有
価
証
券
の
場

合
は
そ
の
通
り
。

利
子
収
入
の
減
少
は
、
貯

金
額
と
金
利
の
減
少
に
よ

る
も
の
で
あ
る
。

　

決
算
報
告
書

「
主
要
施
策
の
成

果
」
の
記
載
に
つ
い
て
は
、

よ
り
分
か
り
や
す
い
説
明

と
な
る
よ
う
努
め
た
い
。

　

有
価
証
券
分

が
昨
年
度
よ
り
増

え
て
い
る
。
財
産
を
増
や

し
て
い
る
と
い
う
こ
と
は

町
益
に
な
っ
て
い
る
と
い

う
理
解
で
い
い
の
か
。
ま

た
、
利
子
収
入
が
減
っ
た

理
由
は
。

　
移
動
型
行
政
サ

ー
ビ
ス
構
築
業
務

委
託
契
約
に
お
い
て
、
契

約
金
額
2
5
8
0
万
9
4 

伊
藤 

和
美 

委
員

齋
藤 

秀
紀 

委
員

預
金
の
状
況
は

行
政
デ
ジ
タ
ル
化
推
進

事
業
費

記
載
で
誤
解
を
ま
ね
く
な

会
計

行
政
サ
ー
ビ
ス

問問 答

答 7
6
円
で
議
会
の
承
認
を

得
て
い
る
。
今
回
の
決
算

書
の
記
載
で
は
、
移
動
型

行
政
サ
ー
ビ
ス
構
築
業
務

委
託
料
2
6
1
8
万
8
9 

7
6
円
と
記
載
し
て
い

る
。
差
額
に
疑
問
が
生
じ

る
が
、
議
会
の
承
認
を
得

な
い
少
額
な
金
額
が
含
ま

れ
て
い
る
と
の
回
答
で
一

応
、
理
解
は
す
る
が
記
載

と
し
て
は
、
問
題
で
あ
る

が
ど
う
か
。

タスク車両が行政サービスを出前します

P.7 掲載

P.8 掲載

P.7 掲載



決
　
算

8令和6年11月1日号　第84号

　

１
件
の
相
談
は

あ
っ
た
が
、
既
に

設
置
済
み
の
集
落
も
多
く

あ
り
、
今
後
、
自
治
会
へ

の
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
行
い
な

が
ら
、
エ
ア
コ
ン
設
置
へ

の
補
助
に
つ
い
て
慎
重
に

検
討
し
た
い
。

　

定
期
的
に
調
査

し
、
必
要
に
応
じ

て
対
応
し
て
い
る
。

　

出
没
し
た
場
合

は
、
関
係
機
関
に

連
絡
し
、
目
撃
情
報
を
基

に
現
場
を
確
認
し
な
が
ら

連
携
し
て
対
応
し
て
い
る
。

ま
た
、
町
民
に
対
し
て
は

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
や
防
災
行
政
無

線
等
で
周
知
し
て
い
る
。

　

個
別
健
診
は
、

日
程
を
定
め
て
お

ら
ず
、
希
望
制
で
あ
る
こ

と
、
主
治
医
が
町
外
で
あ

る
こ
と
も
要
因
と
考
え
ら

れ
る
。

　

令
和
４
年
度
は

高
位
か
ら
４
番
目

で
あ
る
。
援
助
内
容
は
精

査
し
た
い
。

　

電
話
で
連
絡
し

て
い
た
が
、
今
後

は
文
書
を
併
用
し
連
絡
し

た
い
。
祝
金
の
減
額
は
今

の
と
こ
ろ
考
え
て
い
な
い

が
、
贈
呈
方
法
は
都
度
検

討
す
る
。

　
昨
年
の
猛
暑
の

中
、
集
会
施
設
エ

ア
コ
ン
設
置
の
補
助
要
望

は
な
か
っ
た
か
。
今
後
、

高
齢
者
活
動
と
セ
ッ
ト
で

補
助
す
る
と
い
っ
た
議
論

は
な
か
っ
た
か
。

　
昨
年
度
の
道
路

反
射
鏡
は
新
設
2

件
、
更
新
が
7
件
で
あ
っ

た
。
あ
く
ま
で
も
申
請
で

　
1
0
0
歳
の
賀

詞
、
祝
金
は
ど
の

よ
う
な
連
絡
を
し
て
い
る

の
か
。
ま
た
、
高
齢
化
に

伴
い
対
象
者
の
増
加
が
見

込
ま
れ
る
と
あ
る
が
、
祝

金
を
減
額
す
る
の
か
。

　
ク
マ
や
イ
ノ
シ

シ
の
被
害
状
況
と

規
模
は
ど
う
だ
っ
た
か
、

ま
た
、
捕
獲
対
策
の
成
果

と
課
題
は
。

　
狂
犬
病
予
防
接

種
の
周
知
に
関
し

て
は
、
人
間
が
狂
犬
病
に

感
染
し
発
病
し
た
場
合
、

　

２
歳
児
健
診

の
受
診
率
は
、
集

団
検
診
が
95
・
9
％
に

対
し
、
個
別
健
診
が
54
・

9
％
と
低
い
。
そ
の
要
因

は
。

　
小
中
の
就
学
援

助
者
は
、
小
学
生

66
人
、
中
学
生
41
人
に
な

っ
て
い
る
が
、
援
助
者
は

県
で
何
番
目
か
。
在
学
中

は
参
考
書
や
学
習
ノ
ー
ト

等
必
要
で
あ
り
援
助
内

容
を
拡
充
す
べ
き
で
な
い

か
。

阿
部 
利
勝 
委
員

石
川 

武
利 

委
員

工
藤 

範
子 

委
員

ス
ル
タ
ン 

ヌ
ー
ル 

委
員

渡
部 

伊
君
子 

委
員

渡
部 

伊
君
子 

委
員

工
藤 

範
子 

委
員

公
民
館
へ
の
エ
ア
コ
ン

設
置
補
助

道
路
反
射
鏡
の
新
設

更
新
の
周
知
は

賀
詞
・
祝
金
の
連
絡
は

文
書
で
せ
よ

ク
マ
・
イ
ノ
シ
シ
対
策
は

狂
犬
病
予
防
接
種
の

周
知
を

個
別
健
診

受
診
率
低
い
要
因
は

援
助
内
容
拡
充
せ
よ

地
域
づ
く
り

鳥
獣
被
害
防
止

ペ
ッ
ト

交
通
安
全

敬
老

教
育

子
育
て

問問

問

問

問

問

問

答

答

答

答

答

答
　

国
や
他
市
町
村

の
例
を
参
考
に
し

な
が
ら
こ
れ
か
ら
の
周
知

に
努
め
た
い
。

答

の
対
応
で
あ
る
が
、
担
当

課
で
各
地
区
及
び
集
落
の

反
射
鏡
の
老
朽
調
査
に
つ

い
て
、
巡
回
し
調
査
し
て

い
る
の
か
。

エアコン、災害級の酷暑には必需品

親子で過ごせる時間、大事

1
0
0
％
死
亡
す
る
恐
ろ

し
い
病
気
で
あ
る
こ
と
を

強
調
し
、
接
種
の
重
要
性

を
理
解
し
て
も
ら
う
よ
う

に
通
知
し
て
は
ど
う
か
。
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産
業
・
建
設

No 委 員 名 発 言 内 容 担 当 課

1 工 藤 範 子 園芸特産生産安定対策費 農 林 課

2 上 野 幸 美

地域おこし協力隊事業費
園芸特産生産安定対策費
農業再生対策事業
新産業創造館管理事業
子育て応援住宅管理事業

農 林 課

商 工 観 光 課
建 設 課

3 石 川 武 利

北月山荘管理事業費
放牧場管理運営費
ブロック塀等撤去支援事業
工業振興対策事業

立川総合支所
農 林 課
建 設 課
商 工 観 光 課

4 阿 部 利 勝

農業委員会費
高齢者向け野菜集配事業業務委託料
新規就農者育成総合対策事業補助金
麦・大豆生産技術向上事業補助金
観光開発育成事業業務委託料
町道維持補修費
除排雪対策消耗品

農 業 委 員 会
農 林 課

商 工 観 光 課
建 設 課

5 奥 山 康 宏
農業振興企画費
園芸特産生産安定対策費
町道維持補修費

農 林 課

建 設 課

6 伊 藤 和 美

園芸特産生産安定対策費　
　〇スマート農業の推進は
庄内町木質ペレットストーブ等導入支援事業補助金
18 節　商工費　不用額 5,637,290 円
18 節　住宅関連　不用額 24,362,000 円
立川総合支所改修整備事業費の成果は

農 林 課

商 工 観 光 課
建 設 課
立川総合支所

7 吉 宮 　 茂
町道維持補修管理工事
庄内町がけ地近接等危険住宅移転事業補助金
森林資源解析業務委託料

建 設 課

農 林 課

8 スルタン　ヌール 共同利用加工工場等の 6 次産業化推進事業
ふるさと応援寄附金事業費

商 工 観 光 課

9 小 野 一 晴 庄内町認定農業者の会補助金
除雪作業委託料

農 業 委 員 会
建 設 課

10 齋 藤 秀 紀 庄内町花き種苗費支援事業補助金 農 林 課

全通告内容の一部を掲載しています

全
質
疑
内
容
は

議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

中
継
録
画
で
閲
覧
で
き
ま
す
。

議会中継

P.10 掲載

P.10 掲載

P.10 掲載

P.10 掲載

P.10 掲載

P.10 掲載

P.10 掲載

P.10 掲載
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民
有
林
等
の
状

況
を
把
握
し
、
森

林
組
合
等
と
協
力
し
て
木

材
の
活
用
・
保
全
管
理
を

進
め
て
い
く
も
の
で
あ
る
。

　

今
後
、
測
量
デ
ー
タ
を

基
に
森
林
経
営
管
理
制
度

の
推
進
を
図
っ
て
い
き
た

い
。

　

Ｊ
Ａ
や
県
等
と

連
携
し
、
補
助
金

制
度
の
周
知
、
新
し
い
技

術
情
報
の
共
有
や
案
内
、

指
導
を
図
り
た
い
。

　

農
地
を
守
る
農

家
へ
の
支
援
と
し

て
、
関
係
団
体
と
連
携
し

て
考
え
て
い
く
。

　

対
象
経
費
が
見

直
さ
れ
、
返
礼
品

へ
の
寄
附
金
額
の
値
上
げ

と
広
告
費
を
抑
制
し
た
。

可
能
な
範
囲
で
※
Ｓ
Ｅ
Ｏ

対
策
等
実
施
し
寄
附
獲
得

に
努
め
た
。

　

自
宅
か
ら
避
難

場
所
に
通
じ
る
道

路
沿
い
の
ブ
ロ
ッ
ク
塀
が

対
象
と
な
る
。

　

草
刈
り
の
必
要

な
町
道
に
つ
い
て

は
、
業
務
委
託
や
町
の
会

計
年
度
任
用
職
員
に
よ
る

草
刈
り
を
実
施
し
て
い
る
。

農
地
に
隣
接
す
る
町
道
に

関
し
て
は
、
生
産
組
合
等

で
対
応
し
て
い
た
だ
い
て

い
る
箇
所
も
あ
る
。

　

除
雪
の
危
険
箇

所
等
の
目
印
と
し

て
設
置
し
た
木
杭
に
つ
い

て
、
視
線
誘
導
標
の
役
割

と
な
り
う
る
木
杭
を
代
替

え
と
し
て
設
置
し
て
い
る
。

町
名
ス
テ
ッ
カ
ー
等
は
今

後
検
討
し
た
い
。

　
森
林
資
源
解
析

事
業
は
、
航
空
レ

ー
ザ
ー
測
量
デ
ー
タ
を

活
用
す
る
も
の
で
あ
る
が
、

こ
の
事
業
の
目
的
と
運
用

方
法
は
ど
う
か
。

　
人
手
不
足
を
実

感
す
る
農
業
を
支

援
す
る
中
で
、
ス
マ
ー
ト

農
業
の
推
進
は
欠
か
せ
な

い
。
園
芸
作
物
の
生
産
意

欲
の
減
退
を
防
ぐ
た
め
の

支
援
は
。

　
新
規
就
農
者
や

大
規
模
農
家
等
へ

の
支
援
は
あ
る
が
、
大
半

を
占
め
る
中
小
農
家
支
援

は
な
い
。
基
幹
産
業
で
あ

る
農
業
の
基
盤
強
化
の
た

め
、
農
家
支
援
を
拡
充
し

て
は
ど
う
か
。

　
特
に
地
震
に
よ

る
災
害
か
ら
町
民

の
生
命
及
び
財
産
を
保
護

す
る
た
め
、
ブ
ロ
ッ
ク
塀

を
撤
去
し
よ
う
と
す
る
工

事
に
係
る
費
用
に
つ
い
て

補
助
す
る
と
あ
る
が
、
ど

の
よ
う
な
ブ
ロ
ッ
ク
塀
な

の
か
。

　

町
道
の
草
刈

り
に
つ
い
て
、
草

刈
り
し
て
い
る
箇
所
、
何

も
刈
っ
て
い
な
い
箇
所
と

一
律
に
統
一
さ
れ
て
い
な

い
。
除
雪
に
関
し
て
は
、

町
道
を
き
れ
い
に
除
雪

し
て
い
る
が
、
草
刈
り
に

関
し
て
は
そ
う
い
っ
た
対

応
は
さ
れ
て
い
な
い
。
な

ぜ
、
平
等
に
草
刈
り
を
し

な
い
の
か
。

　
ス
ノ
ー
ポ
ー
ル

破
損
個
所
に
、
木

製
の
視
線
誘
導
標
を
通
年

で
設
置
し
て
い
る
が
理
由

は
な
に
か
。
ま
た
、
木
製

の
製
品
が
古
く
、
反
射
シ

ー
ル
や
町
名
も
記
載
さ
れ

て
な
い
。

　
令
和
5
年
度
の

ふ
る
さ
と
納
税
制

度
の
見
直
し
内
容
と
、
寄

附
者
数
に
与
え
た
影
響
と

新
規
寄
附
者
が
少
な
か
っ

た
原
因
と
対
策
は
。

吉
宮 
茂 

委
員

伊
藤 

和
美 

委
員

上
野 

幸
美 

委
員

石
川 

武
利 

委
員

奥
山 

康
宏 

委
員

阿
部 

利
勝 

委
員

ス
ル
タ
ン 

ヌ
ー
ル 

委
員

森
林
整
備
を
図
れ

ス
マ
ー
ト
農
業
推
進
は

中
小
農
家
支
援
拡
充
を

ブ
ロ
ッ
ク
塀
撤
去
の
支

援
、
事
業
の
促
進
は

町
道
の
草
刈
り
路
線

広
げ
よ

木
製
の
視
線
誘
導
標
の

理
由
は

ふ
る
さ
と
納
税
の
見
直
し
は

農
業
林
業

防
災

道
路

商
工
観
光

問問

問

問

問

問

問

答

答答

答

答

答

答

生かせ　森林資源

　

５
年
経
過
に
併

せ
、
利
用
者
の
公

募
を
検
討
す
る
。

　
ク
ラ
ッ
セ
貸
工

房
、
貸
オ
フ
ィ
ス

の
条
例
に
は
、
利
用
許

可
期
間
5
年
以
内
と
あ
る

が
、
同
じ
入
居
者
が
継
続

し
て
い
る
。
本
来
の
施
設

目
的
達
成
の
た
め
、
新
た

な
募
集
を
す
べ
き
で
あ
る

が
ど
う
か
。 上

野 

幸
美 

委
員

ク
ラ
ッ
セ 

入
居
者
刷
新
せ
よ

問答

※ SEO対策…検索エンジンの評価アルゴリズムを考慮して自社サイトの最適化　　
　　　　　　 を行い、検索結果の上位にサイトを表示させるための対策。

夜間のために反射シールを
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給
水
収
益
を
増

加
さ
せ
る
こ
と
に

力
を
入
れ
た
い
。

　

他
の
熱
源
に
負

け
ず
、
ガ
ス
販
売

量
の
増
に
努
め
る
。

　
経
営
の
健
全
性

を
示
す
経
常
収
支

比
率
は
、
前
年
度
比
３
・

4
ポ
イ
ン
ト
減
と
な
り
、

過
去
5
年
間
で
最
低
の
数

値
と
な
っ
た
。
こ
の
改
善

策
は
ど
う
か
。

　
経
営
の
健
全
性

を
示
す
経
常
収
支

比
率
は
経
常
損
失
を
生
じ

て
お
り
、
単
年
度
収
支
で

赤
字
と
な
っ
た
。
こ
の
改

善
策
は
ど
う
か
。

石
川 

武
利 

委
員

石
川 

武
利 

委
員

経
常
収
支
比
率

に
つ
い
て

経
常
収
支
比
率

に
つ
い
て

ガ
ス
事
業

水
道
事
業

問

問

答

答

企
業

会
計

両
所
管

No 委 員 名 発 言 内 容 担 当 課

1 石 川 武 利 令和５年度庄内町水道事業報告書
令和５年度庄内町ガス事業報告書

企 業 課

No 委 員 名 発 言 内 容 担 当 課

1 小 野 一 晴

㈱イグゼあまるめに対する委託料等 総 務 課
商 工 観 光 課

ふるさと応援寄寄附金
　〇過去に目的を指定した寄付の基金積み立ての使い道は

総 務 課
商 工 観 光 課
社 会 教 育 課

庄内町議会
12 月定例会の会期は 12月3日（火）〜10（火）の予定です

みなさまの傍聴をお待ちしております。傍聴は短時間でもできます。

庄内町議会のホームページからアクセスできます。
（9月定例会中継（LIVE）映像アクセス件数：1822件）

※4階議場への昇降が困難な方は、エレベータをご利用いただけます。
　なお、介助が必要な方は、議会事務局（TEL 0234-42-0189）へお申し出ください。
　発熱など、体調不良の方はご遠慮ください。

■各地区のまちづくりセンターで生配信をご覧
になれます。
■会議後 1週間程度で、録画配信をしています。
■スマートフォン、タブレットなどでも生中継、
過去の映像を視聴できます。

6

次
回

インタ ー ネット　 議 会 中 継 　 配 信 中

P.11 掲載
P.11 掲載

議会中継

東北でトップクラスの安さ
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学
校
給
食
は
児
童
生
徒
の
心
身
の
健
全
な
発
達
に
資

し
、
か
つ
児
童
生
徒
の
食
に
関
す
る
正
し
い
理
解
と
適

切
な
判
断
力
を
養
う
上
で
、
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て

い
る
。
ま
た
、
令
和
５
年
６
月
16
日
と
令
和
６
年
６
月

21
日
に
閣
議
決
定
さ
れ
た
「
経
済
財
政
運
営
と
改
革
の

基
本
方
針
」（
骨
太
の
方
針
）
に
お
い
て
も
「
学
校
給

食
無
償
化
の
課
題
整
理
等
を
行
う
。」
と
し
て
い
る
。

　

家
庭
の
経
済
状
況
に
か
か
わ
ら
ず
、子
ど
も
の
学
び
、

成
長
す
る
権
利
を
保
障
す
る
こ
と
は
社
会
全
体
の
責
任

で
あ
る
。
と
り
わ
け
、
昨
今
の
物
価
高
騰
に
よ
っ
て
家

計
が
圧
迫
さ
れ
る
な
か
、
居
住
地
域
に
お
け
る
教
育
負

担
の
格
差
を
最
小
限
に
留
め
る
よ
う
努
力
す
る
こ
と
は

国
の
務
め
で
あ
り
、
学
校
給
食
の
無
償
化
は
急
が
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

　

よ
っ
て
、
国
に
お
い
て
学
校
給
食
の
無
償
化
を
早
期

実
現
す
る
よ
う
強
く
要
望
す
る
。

　

以
上
、
地
方
自
治
法
第
99
条
の
規
定

に
よ
り
意
見
書
を
提
出
す
る
。

　

令
和
６
年
９
月
13
日

衆
議
院
議
長　
　

額
賀
福
志
郎　

殿

参
議
院
議
長　
　

尾
辻　

秀
久　

殿

内
閣
総
理
大
臣　

岸
田　

文
雄　

殿

財
務
大
臣　
　
　

鈴
木　

俊
一　

殿

文
部
科
学
大
臣　

盛
山　

正
仁　

殿

内
閣
府
特
命
担
当
大
臣　

加
藤　

鮎
子　

殿

（
こ
ど
も
政
策
）

山
形
県
庄
内
町
議
会
議
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　

石　

川　
　

保

学
校
給
食
の
無
償
化
を

求
め
る
意
見
書（
要
約
）賛

成
し
た
議
員
➓

工　
藤　
範　
子

吉　
宮　
　
　
茂

小　
野　
一　
晴

上　
野　
幸　
美

渡　
部　
伊
君
子

奥　
山　
康　
宏

阿　
部　
利　
勝

伊　
藤　
和　
美

ス
ル
タ
ン　
ヌ
ー
ル

石　
川　
武　
利

反
対
し
た
議
員
❸

五
十
嵐　
啓　
一

加　
藤　
將　
展

齋　
藤　
秀　
紀

　

９
月
定
例
会
に
お
い

て
、
伊
藤
和
美
議
員
よ

り
「
学
校
給
食
の
完
全
無

償
化
を
求
め
る
意
見
書

案
」
が
提
出
さ
れ
（
賛
成

者
…
石
川
武
利
議
員
・
阿

部
利
勝
議
員
・
ス
ル
タ
ン　

ヌ
ー
ル
議
員
・
渡
部
伊
君

子
議
員
）、
総
務
文
教
厚

生
常
任
委
員
会
に
付
託
さ

れ
ま
し
た
。委
員
会
で
は
、

「
完
全
無
償
化
」の「
完
全
」

を
削
除
す
る
な
ど
一
部
修

正
さ
れ
た
案
が
出
さ
れ
、

本
会
議
に
お
い
て
賛
成
多

数
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

「
全
額
無
償
化
の
対
案
」

「
全
額
無
償
化
の
対
案
」

を
示
す

を
示
す齋

藤　

秀
紀 

議
員

　

本
町
を
は
じ
め
山
形
県

内
す
べ
て
の
自
治
体
が
一

部
、
半
額
、
全
額
の
無
償

化
は
行
っ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
①
学
校
給
食
は
全
額

給
食
無
償
化
は
町
の
公
益

給
食
無
償
化
は
町
の
公
益

小
野　

一
晴 

議
員

　

こ
の
意
見
書
は
、
本
町

の
無
償
化
に
と
ど
ま
ら
ず

全
国
の
無
償
化
を
求
め
る

も
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
こ

そ
、
各
市
町
村
で
実
施
さ

れ
る
こ
だ
わ
り
の
給
食
や

宗
教
の
戒
律
か
ら
食
事
制

限
の
あ
る
子
ど
も
の
昼
食

を
、
保
護
者
の
責
任
に
よ

る
弁
当
食
に
す
る
な
ど
、

柔
軟
な
対
応
が
で
き
る
よ

う
に
原
文
を
修
正
し
た
こ

と
の
重
要
性
を
理
解
し
て

ほ
し
い
。
現
在
、
国
で
給

食
の
無
償
化
を
前
向
き
に

検
討
し
て
い
る
が
、
か
た

や
主
要
政
党
で
党
首
選
挙

が
行
わ
れ
政
権
交
代
も
取

り
ざ
た
さ
れ
て
い
る
今
、

改
め
て
国
の
背
を
強
く
推

す
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、

本
町
が
実
施
し
て
い
る
半

額
無
償
化
を
全
額
無
償
化

す
る
こ
と
は
町
の
公
益
で

あ
る
。

反
対
討
論

賛
成
討
論

一
部
修
正

賛
成
多
数
で
可
決

議
会
か
ら
の「
意
見
書

提
出
」に
つ
い
て
の
意
見

　

町
民
や
市
民
か
ら
の
請

願
が
、
令
和
５
年
の
９
月

定
例
会
以
降
提
出
さ
れ
て

い
な
い
な
か
、
本
定
例
会

も
含
め
３
度
目
の
意
見
書

提
出
と
な
り
、
全
員
協
議

会
で
は
次
の
２
点
が
指
摘

さ
れ
ま
し
た
。

１
．
安
易
に
賛
成
者
に
な

っ
て
な
い
か
。

２
．
提
出
者
と
賛
成
者
間

で
、
意
見
の
内
容
に

つ
い
て
充
分
に
精
査

し
た
か
。

無
償
化
す
べ
き
で
あ
る
。

全
国
に
は
、
ミ
ル
ク
や
プ

ラ
ス
お
か
ず
と
い
っ
た
給

食
、
ア
レ
ル
ギ
ー
に
よ
る

持
参
弁
当
な
ど
多
岐
に
わ

た
る
こ
と
か
ら
、
②
全
額

無
償
化
す
る
こ
と
で
完
全

給
食
で
な
い
自
治
体
と
持

参
弁
当
で
対
応
し
て
い
る

自
治
体
の
子
ど
も
た
ち
が

不
利
益
を
被
ら
な
い
よ
う

対
処
す
べ
き
で
あ
る
。
学

校
給
食
法
で
は
、
食
へ
の

感
謝
が
盛
り
込
ま
れ
て
い

る
一
方
、
全
国
で
の
食
品

ロ
ス
は
一
千
万
ト
ン
を
超

え
て
い
る
。
そ
の
中
で
、

食
料
難
民
の
子
ど
も
が
い

る
矛
盾
に
対
し
、
③
全
額

無
償
化
す
る
こ
と
で
、
食

へ
の
感
謝
が
薄
れ
な
い
よ

う
食
育
を
強
化
す
べ
き
で

あ
る
。
財
源
に
つ
い
て

は
、
④
全
額
無
償
化
の
財

源
は
、国
で
責
任
を
持
ち
、

地
方
自
治
体
の
財
源
の
負

担
と
な
ら
な
い
よ
う
配
慮

す
べ
き
で
あ
る
。
以
上
を

対
案
と
し
反
対
討
論
と
す

る
。（
要
約
）



吉
宮　
茂 

議
員
……
…
…
…
P
14

★
７
月
の
大
雨
に
よ
る
被
害
状
況

と
今
後
の
対
応

☆
町
長
の
政
治
姿
勢

五
十
嵐　
啓
一 

議
員
……
…
P
14

★
町
道
近
江
新
田
バ
イ
パ
ス
の
舗

装
剥
離

☆
カ
ー
ト
ソ
レ
イ
ユ
の
今
後
の
運

営
工
藤　
範
子 

議
員
……
…
…
P
15

★
大
雨
被
害

上
野　
幸
美 

議
員
……
…
…
P
15

★
空
き
家
予
防
対
策

☆
住
民
の
参
画
と
協
働
の
推
進

渡
部　
伊
君
子 

議
員
……
…
P
16

★
７
月
25
日
の
大
雨
被
害

伊
藤　
和
美 

議
員
……
…
…
P
16

★
ゴ
ミ
の
分
別

☆
困
難
な
問
題
を
抱
え
る
女
性
へ

の
支
援

☆
庄
内
町
に
お
け
る
福
祉
避
難
所

町民の暮らしやすさを求め

12人が 一般質問
9月5日〜6日

令和６年度　第２０回庄内町芸術祭開幕記念事業

町政を問う 庄内町議会HP

12人25項目の質問（★印を掲載）

一
般
質
問

奥
山　
康
宏 

議
員
……
…
…
P
17

★
集
落
内
雨
水
の
排
水
整
備

☆
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

の
運
営

☆
農
業
振
興

ス
ル
タ
ン 

ヌ
ー
ル 

議
員
……P
17

★
町
民
の
安
全
・
安
心
の
た
め
の

防
災
対
策
・
対
応

石
川　
武
利 

議
員
……
…
…
P
18

★
鳥
獣
被
害
対
策

☆
空
き
家
特
措
法
の
改
正
に
よ
る

今
後
の
対
策

加
藤　
將
展 

議
員
……
…
…
P
18

★
土
石
流
・
流
木
流
下
防
止
の
緊

急
工
事
に
つ
い
て

☆
浸
水
常
習
地
域
の
対
策

☆
農
業
用
水
災
害
復
旧
費
用
負
担

☆
災
害
復
旧
作
業
に
お
け
る
担
当

課
の
連
携

☆
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
の
支
援
体
制

齋
藤　
秀
紀 

議
員
……
…
…
P
19

★
第
３
次
総
合
計
画

小
野　
一
晴 

議
員
……
…
…
P
19

★
管
理
不
全
土
地
・
空
き
家
の
対
策

☆
大
雨
被
害
復
旧

13 こんにちは庄内町議会です

キッズチアダンスサークルCANDYキッズチアダンスサークルCANDY



一
般
質
問

12
人
の
提
言

一
般
質
問

一
般
質
問
Q
&
A

14令和6年11月1日号　第84号

か
。

⑶
改
修
に
向
け
て
の
対
応

に
つ
い
て
。

　
復
興
対
応
は

応
急
復
旧
工
事
を
実
施
し
て
い
る

ど
う
す
る

　
　
　
道
路
の
剝
離

再
度
新
た
な
舗
装
を
施
工
予
定

土
砂
災
害

道
路
整
備

　

庄
内
町
が
設
置

さ
れ
て
以
降
、
最

も
大
き
な
災
害
と
な
っ
た
。

　

毒
矢
沢
川
、
板

敷
沢
川
の
件
も
含

め
国
や
県
に
対
し
相
談
に

行
く
な
ど
行
動
し
て
き
た

経
過
に
あ
る
。

　

今
現
在
は
、
崩
れ
た
土

砂
や
倒
木
の
撤
去
作
業
の

応
急
復
旧
工
事
を
実
施
し

て
い
る
。

　

本
事
業
規
模
の

施
工
を
す
る
場
合
、

財
源
や
工
期
の
問
題
か
ら

複
数
年
に
な
る
。
請
負
業

者
は
入
札
で
決
定
す
る
た

め
、
複
数
に
な
る
こ
と
は

一
般
的
な
競
争
原
理
で
の

結
果
で
あ
り
、
使
用
材
料

に
つ
い
て
も
一
般
的
な
材

料
の
み
を
使
用
し
て
お
り

問
題
は
な
い
と
考
え
て
い

る
。

　

工
事
の
施
工
は
、
現
場

責
任
者
の
指
定
や
建
設
業

法
で
規
定
す
る
資
格
を
有

し
て
い
る
か
な
ど
、
発
注

者
で
あ
る
町
が
必
要
な
確

認
を
し
て
お
り
、
技
術
的

な
問
題
も
な
か
っ
た
も
の

と
考
え
て
い
る
。

　

今
後
の
対
応
を
町
と
請

負
業
者
で
協
議
し
た
結
果
、

請
負
業
者
側
の
負
担
で
再

度
新
た
な
舗
装
を
施
工
す

る
こ
と
で
合
意
し
て
い
る
。

　
７
月
25
日
か
ら

26
日
に
か
け
て
の

記
録
的
な
大
雨
は
、
本
町

　
興
屋
集
落
の
山

地
崩
壊
に
つ
い
て

は
、
急
傾
斜
地
危
険
区
域
、

土
砂
災
害
警
戒
区
域
の
指

定
を
県
に
働
き
か
け
る
べ

き
で
は
な
い
か
。

　
町
道
近
江
新
田

バ
イ
パ
ス
事
業
は
、

８
年
余
り
の
工
事
期
間
を

費
や
し
、
令
和
４
年
秋
に

地
域
の
皆
さ
ん
や
多
く
の

に
広
範
囲
な
被
害
を
も
た

ら
し
た
が
被
害
状
況
を
精

査
し
、
今
後
は
行
政
と
し

て
現
場
に
寄
り
添
っ
た
支

援
が
必
要
と
考
え
る
。
町

は
復
興
に
向
け
ど
う
対
応

し
て
い
く
の
か
伺
い
た
い
。

利
用
者
の
期
待
を
受
け
て
、

全
面
開
通
し
た
が
、
翌
年

舗
装
面
に
亀
裂
や
剝
離
が

見
つ
か
っ
た
。
開
通
し
て

間
も
な
い
の
に
、
こ
の
状

況
に
至
っ
た
こ
と
に
つ
い

て
次
の
こ
と
を
伺
い
た
い
。

⑴
原
因
究
明
と
町
の
管
理

体
制
に
問
題
は
な
か
っ
た

か
。

⑵
施
工
業
者
に
対
す
る
責

任
を
ど
う
考
え
て
い
る
の

町
長

町
長

町
長

建物のそばにも土砂が

開通して間もないのになぜ

問

問

問

町長

町長

吉
よし
宮
みや
 　茂

しげる
 議員

五
い
十
が
嵐
らし
 啓
けい
一
いち
 議員

吉
宮 　
茂 

議
員

五
十
嵐 

啓
一 

議
員

　

２
次
災
害
の
発
生
防
止

の
応
急
対
策
、
復
旧
工
事

等
に
つ
い
て
、
国
や
県
の

指
導
を
仰
ぎ
な
が
ら
着
実

に
進
め
て
い
る
。

　

一
方
、
生
活
や
産
業
で

は
、
被
災
さ
れ
た
地
域
や

町
民
、
関
係
団
体
等
の
要

望
を
聞
き
取
り
な
が
ら
、

一
日
も
早
く
再
建
が
で
き

る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
る
。



一
般
質
問

こ
こ
が
聞
き
た
い
Q
&
A

15 こんにちは庄内町議会です

　
農
業
支
援
を
図
れ

必
要
な
応
援
を
し
て
い
き
た
い

家
の
エ
ン
デ
ィ
ン
グ

　
　
　
　
　
ノ
ー
ト
を

取
り
組
み
を
進
め
て
い
く

豪
雨
被
害

空
き
家
対
策

　

県
で
、
市
町
村

と
協
調
し
た
支
援

事
業
の
補
助
制
度
を
検
討

し
て
お
り
、
農
業
者
へ
要

望
調
査
を
行
い
、
農
協
を

通
じ
て
回
答
が
上
が
っ
て

き
て
い
る
。

　

県
の
説
明
会
を
経
て
、

今
後
整
理
し
て
い
く
こ
と

に
な
る
が
、
他
の
市
町
村

の
動
向
も
考
慮
し
な
が
ら

必
要
な
応
援
を
し
て
い
き

た
い
。

　

昨
年
度
、
町
の

関
係
課
と
連
携
し
、

町
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
主
催

で
同
様
の
事
業
を
行
っ
て

い
る
。
今
年
度
も
町
主
催

の
終
活
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

す
る
予
定
だ
が
、
そ
の
中

で
、
自
分
の
家
を
ど
う
す

る
の
か
と
い
う
こ
と
も
考

え
て
い
た
だ
く
と
い
っ
た

取
り
組
み
を
進
め
て
い
き
、

空
き
家
の
抑
制
に
つ
な
げ

て
い
き
た
い
。
現
在
年
１

回
程
度
の
取
組
み
と
な
っ

て
い
る
の
で
、
今
後
は
、

増
や
し
て
い
か
な
け
れ
ば

い
け
な
い
と
考
え
て
い
る
。

　
７
月
の
豪
雨
で

甚
大
な
被
害
を
受

け
た
水
稲
や
大
豆
は
、
共

　
核
家
族
化
が
進

み
、
高
齢
化
世
帯

と
な
り
、
そ
の
後
空
き
家

済
被
害
制
度
の
活
用
で
救

済
さ
れ
る
が
、
ネ
ギ
、
枝

豆
、
花
の
定
植
し
た
物
等

や
メ
ロ
ン
は
、
収
穫
寸
前

で
収
穫
す
る
こ
と
が
で
き

な
か
っ
た
。

　
戸
沢
村
は
、
産
業
振
興

の
面
か
ら
農
業
経
営
が
で

き
る
よ
う
に
、
ハ
ウ
ス
１

棟
当
り
15
万
円
、
露
地
栽

と
な
る
場
合
が
あ
る
。
活

用
可
能
空
き
家
は
、
空
き

家
バ
ン
ク
登
録
制
度
等

利
活
用
の
方
法
は
あ
る
が
、

自
治
会
等
で
問
題
に
な
っ

て
い
る
声
を
聞
く
。
実
情

は
ど
う
か
。

　

上
山
市
で
は
、「
わ
が

家
の
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー

ト
」
作
成
を
呼
び
か
け
普

町
長

町
長

この次、あってはならない冠水

早めの相談を

問

問

町長

町長

工
く
藤
どう
 範
のり
子
こ
 議員

上
うえ
野
の
 幸
ゆき
美
み
 議員

培
は
10
ア
ー
ル
当
り
１
万

円
、
農
業
機
械
は
修
理
し

て
使
え
る
も
の
に
対
し
、

共
済
制
度
か
ら
差
し
引
い

た
修
理
代
に
、
１
０
０
万

円
を
上
限
と
し
た
支
援
内

容
で
あ
る
。
町
で
も
支
援

事
業
を
検
討
す
べ
き
で
な

い
か
。

工
藤 

範
子 

議
員

上
野 

幸
美  

議
員

及
さ
せ
て
い
る
。
元
気
な

う
ち
に
課
題
に
向
き
合
う

こ
と
は
重
要
で
、
連
絡
先

の
明
記
等
、
空
き
家
等
の

将
来
を
可
視
化
し
て
い
る
。

増
加
す
る
空
き
家
予
防
対

策
と
し
て
、
取
り
組
ん
で

は
ど
う
か
。

重要
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避
難
時
の
連
携
は
ど
う
か

関
係
者
の
意
見
を
参
考
に
活
か
し
た
い

町
民
に
分
か
り
や
す
く

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
の
活
用
を

豪
雨
災
害

ご
み
分
別

　

⑴
今
回
の
災
害

で
は
、
避
難
所
を

開
設
す
る
ま
ち
づ
く
り
セ

ン
タ
ー
へ
連
絡
し
、
双
方

の
職
員
が
避
難
所
の
開
設

を
行
っ
た
。
初
め
て
の
避

難
所
開
設
と
い
う
こ
と
で
、

様
々
な
課
題
も
あ
っ
た
と

認
識
し
て
い
る
。
関
係
者

の
意
見
を
参
考
に
今
後
の

災
害
対
策
に
活
か
し
て
い

き
た
い
。

⑵
国
が
定
め
る
基
準
を
満

た
す
も
の
と
し
て
、
指
定

避
難
所
内
の
専
用
区
画
を

指
定
福
祉
避
難
所
と
設
定

し
て
い
る
。

　

今
回
の
個
別
避
難
計
画

対
象
者
と
、
支
援
者
の
関

係
や
施
設
内
ス
ペ
ー
ス
の

確
保
、
車
中
泊
の
避
難
者

へ
の
声
掛
け
対
応
に
つ
い

て
、
徹
底
し
た
い
。

　

⑴
酒
田
地
区
広

域
行
政
組
合
ご
み

焼
却
施
設
で
は
、
本
年
５

月
に
充
電
式
電
池
が
原
因

で
火
災
が
発
生
し
、
昨
年

９
月
も
ガ
ス
缶
の
混
入
に

よ
る
爆
発
が
あ
っ
た
。
２

件
と
も
け
が
人
は
な
か
っ

た
が
、
年
１
・
２
件
の
原

因
不
明
の
火
災
が
発
生
し

て
い
る
。

⑵
毎
年
全
戸
に
配
布
し
て

い
る
「
ご
み
収
集
カ
レ
ン

ダ
ー
」
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
の
周
知
の
ほ
か
、
町
公

式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
に
は
分
別
方

法
の
検
索
機
能
が
あ
る
の

で
活
用
い
た
だ
き
た
い
。

⑶
※
３
Ｒ
推
進
を
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
や
チ
ラ
シ
配
布
で

啓
発
、
古
紙
・
廃
食
用
油
・

古
着
・
小
型
家
電
の
回
収
、

生
ご
み
処
理
機
の
普
及
推

進
等
を
実
施
し
て
い
る
。

　
７
月
25
日
、
本

町
に
は
大
雨
洪
水

警
報
が
発
表
さ
れ
、
大
き

な
災
害
と
な
っ
た
。
第
一

　
イ
ン
ソ
ー
ル
に

内
蔵
さ
れ
て
い
る

電
池
が
、
ご
み
焼
却
施
設

学
区
に
お
い
て
は
、
京
田

川
の
水
位
が
上
が
り
、
落

合
集
落
に
は
、
余
目
第
一

ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
に

避
難
す
る
よ
う
「
高
齢
者

避
難
の
お
願
い
」
が
出
さ

れ
た
。
今
回
の
こ
の
避
難

に
お
け
る
対
応
と
課
題
と

し
て
、
次
の
点
に
つ
い
て

ど
う
か
。

⑴
町
と
余
目
第
一
ま
ち
づ

に
お
い
て
火
災
が
発
生
し

た
と
い
う
報
告
が
あ
っ
た
。

商
品
の
複
雑
化
に
よ
り
、

ご
み
の
分
別
が
わ
か
り
づ

ら
く
な
っ
て
い
る
。
火
災

な
ど
事
故
が
起
き
れ
ば
ご

み
の
処
理
が
で
き
ず
、
暮

ら
し
に
大
き
な
影
響
を
与

え
か
ね
な
い
こ
と
か
ら
、

以
下
の
３
点
を
伺
う
。

町
長

町
長

京田川　氾濫危険水位超過

問

問

町長

町長

渡
わたなべ
部 伊

い
君
く
子
こ
 議員

伊
い
藤
とう
 和
かず
美
み
 議員

く
り
セ
ン
タ
ー
と
の
連
携
。

⑵
第
一
ま
ち
づ
く
り
セ
ン

タ
ー
は
福
祉
避
難
所
と

な
っ
て
い
る
が
、
要
配
慮

者
が
避
難
生
活
で
き
る
施

設
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

渡
部 

伊
君
子 

議
員

伊
藤 

和
美 

議
員

⑴
ご
み
処
理
に
よ
る
事
故

発
生
件
数
や
ケ
ガ
の
現
状
。

⑵
分
別
方
法
の
啓
発
や
周
知
。

⑶
ご
み
の
リ
サ
イ
ク
ル
や

減
ら
す
た
め
の
取
り
組
み
。

※ 3R…リデュース（発生抑制）・リユース（再使用）・リサイクル（再生利用）

わからないゴミは担当課へ相談
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排
水
整
備 

早
急
に
せ
よ

Ｊ
Ｒ
と
の
協
議
が
必
要

　
対
策
と
対
応
は

計
画
的
に
整
備
を
行
う

集
落
内

雨
水

防
災
減
災

　

集
落
内
の
雨
水

排
水
施
設
は
、
各

集
落
か
ら
の
要
望
に
基
づ

き
作
成
し
た
「
集
落
要
望

等
路
線
工
事
」
に
よ
り
、

計
画
的
に
整
備
を
進
め
て

い
る
段
階
で
あ
り
、
具
体

的
に
は
断
面
の
小
さ
い
水

路
を
大
き
い
水
路
へ
改
修

し
て
い
る
。
た
び
た
び
冠

水
す
る
箇
所
は
水
路
の
バ

イ
パ
ス
化
等
で
、
一
地
点

に
雨
水
を
集
中
さ
せ
ず
に

大
き
な
排
水
路
へ
と
水
を

導
い
た
り
と
、
浸
水
被
害

が
起
き
に
く
く
、
又
は
軽

減
さ
れ
る
よ
う
努
め
て
い

る
。

　

Ｊ
Ｒ
が
関
係
す
る
場
所

と
す
れ
ば
、
相
当
の
年
数

の
協
議
が
必
要
と
な
る
。

　

今
回
の
大
雨
は

想
定
を
超
え
て
お

り
、
一
時
避
難
所
は
、
当

該
集
落
に
よ
る
検
証
、
現

地
確
認
を
経
て
変
更
が
で

き
る
。
町
で
は
災
害
等
の

警
戒
レ
ベ
ル
に
応
じ
て
避

　

災
害
発
災
時
は
、

自
治
会
と
連
絡
を

と
り
、
住
民
の
避
難
に
つ

い
て
情
報
を
共
有
し
対
応

し
た
。
防
災
資
機
材
は
、

品
目
や
数
量
が
十
分
で
な

い
も
の
も
あ
る
と
思
う
の

で
、
今
回
の
災
害
を
機
会

に
必
要
な
資
機
材
、
数
量

を
見
直
し
、
引
き
続
き
計

画
的
に
整
備
し
て
い
く
。

　
集
落
内
の
側
溝

の
整
備
は
ほ
ぼ
完

了
し
て
は
い
る
も
の
の
、

　
災
害
リ
ス
ク
を

踏
ま
え
た
避
難
場

所
の
再
確
認
や
高
齢
者
等

　
豪
雨
災
害
時
に

お
け
る
自
治
体
と

町
内
会
の
連
携
状
況
や
要

望
へ
の
対
応
、
ま
た
、
避

難
施
設
の
防
災
資
機
材
の

整
備
状
況
と
、
今
回
の
災

害
時
に
、
実
際
の
避
難
時

に
必
要
な
設
備
や
物
資
が

整
っ
て
い
る
か
。

大
雨
に
な
る
と
水
路
が
溢

れ
、
住
宅
や
倉
庫
に
水
が

流
入
す
る
の
で
は
な
い
か

と
危
惧
さ
れ
る
箇
所
が
存

在
す
る
。
特
に
７
月
25
日

の
大
雨
に
お
い
て
は
、
Ｊ

Ｒ
の
線
路
下
を
流
れ
る
水

路
で
は
、
管
が
細
く
な
る

た
め
溢
れ
て
し
ま
う
水
害

被
害
が
発
生
し
た
。

避
難
、
自
主
避
難
者
へ
の

対
応
は
ど
う
な
っ
て
い
る

か
。

町
長

町
長

町
長

側溝広げて

備蓄品揃っているか

問

問

問

町長

町長

奥
おく
山
やま
 康
やす
宏
ひろ
 議員

スルタン ヌール 議員

　
原
因
が
は
っ
き
り
特
定

さ
れ
る
箇
所
に
つ
い
て
は
、

関
係
機
関
と
連
携
し
て
、

改
善
で
き
る
と
こ
ろ
か
ら

水
路
の
整
備
を
す
べ
き
で

な
い
か
。

奥
山 

康
宏 

議
員

ス
ル
タ
ン 

ヌ
ー
ル  

議
員

難
指
示
等
を
発
出
す
る
が
、

各
自
が
最
善
の
判
断
を
す

る
こ
と
が
大
前
提
で
、
平

時
か
ら
の
備
え
、
情
報
収

集
、
防
災
訓
練
へ
の
参
加

が
重
要
で
あ
る
。
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地
域
住
民
と
連
携
せ
よ

補
助
制
度
の
周
知
を
図
る

的
確
な
指
示
行
っ
た
の
か

最
大
限
の
努
力
し
た

獣
害
対
策

災
害
復
旧

　

⑴
鳥
獣
被
害
防

止
対
策
協
議
会
で
、

有
害
鳥
獣
を
誘
引
す
る
原

因
を
可
能
な
限
り
取
り
払

う
等
、
状
況
の
調
査
・
分

析
、
よ
り
効
果
的
な
被
害

防
止
対
策
を
検
討
し
て
い

く
。

⑵
ク
マ
と
出
会
わ
な
い
対

策
を
徹
底
す
る
。
町
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
広
報
で

の
特
集
記
事
で
習
性
、
対

処
に
つ
い
て
周
知
し
て
き

た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

⑶
電
気
柵
は
効
果
的
な
対

策
の
一
つ
で
あ
り
、
引
き

続
き
補
助
制
度
の
周
知
を

図
り
、
集
落
単
位
や
グ

ル
ー
プ
等
、
地
域
ぐ
る
み

で
電
気
柵
等
の
設
置
・
管

理
が
で
き
る
よ
う
支
援
し

て
い
き
た
い
。

　

災
害
発
生
の
翌

日
現
地
を
見
に
行

き
、
で
き
る
限
り
の
対
応

は
即
座
に
行
っ
た
。
民
家

へ
の
土
砂
流
入
は
、
個
人

で
の
対
応
は
で
き
な
い
の

で
、
迅
速
な
対
応
を
業
者

に
お
願
い
し
た
と
こ
ろ
で

あ
る
。

　

庄
内
・
最
上
地
区
が
甚

大
な
被
害
を
受
け
、
国
と

し
て
も
優
先
順
位
を
決
め

て
対
応
し
て
い
る
。
担
当

課
で
も
い
ろ
い
ろ
な
対
応

を
し
て
い
る
中
で
の
タ
イ

ム
ラ
グ
は
あ
っ
た
か
も
し

れ
な
い
。
台
風
対
応
に
つ

い
て
も
で
き
る
限
り
の
対

応
を
指
示
し
た
。
町
と
し

て
は
最
大
限
の
努
力
を
し

て
お
り
、
一
日
も
早
い
復

旧
復
興
を
目
指
す
気
持
ち

は
一
緒
で
あ
る
こ
と
を
理

解
い
た
だ
き
た
い
。

　
獣
害
は
、
農
地

や
農
村
が
「
地
域

の
エ
サ
資
源
の
供
給
場

　
今
回
の
集
中
豪

雨
で
、
最
上
川
と

支
流
の
堤
防
復
旧
工
事

（
７
箇
所
）
は
、
被
災
翌

日
か
ら
昼
夜
を
問
わ
ず
実

所
」
と
野
生
動
物
に
認
識

さ
れ
た
た
め
に
発
生
す
る

問
題
で
あ
る
。
近
年
は
、

人
の
生
活
圏
へ
の
侵
入
と

エ
サ
資
源
の
な
い
市
街
地

に
迷
い
込
む
事
例
が
増
え

て
い
る
。
こ
こ
で
大
切
に

な
る
の
が
地
域
対
策
だ
と

思
う
。
獣
害
に
よ
る
地
域

被
害
の
原
因
を
正
し
く
把

施
さ
れ
、
ほ
ぼ
一
週
間
で

仮
堤
防
が
完
成
し
た
。
一

方
、
本
町
の
興
屋
集
落
で

は
、
大
量
の
土
石
流
が
沢

か
ら
溢
れ
出
し
、
民
家
等

に
被
害
が
出
た
が
、
本
格

的
掘
削
工
事
の
開
始
は
約

一
か
月
後
で
あ
っ
た
。
こ

の
間
、
台
風
５
号
、
７
号
、

10
号
が
発
生
し
、
土
石
流

に
よ
る
２
次
被
害
が
懸
念

さ
れ
た
が
、
こ
の
工
事
着

町
長

町
長

人里までクマが

集落を土砂流が襲う

問

問

町長

町長

石
いし
川
かわ
 武
たけ
利
とし
 議員

握
し
、
適
切
な
対
策
と
体

制
づ
く
り
を
す
べ
き
で
あ

る
。
次
の
３
点
に
つ
い
て

町
の
考
え
は
ど
う
か
。

⑴
畑
地
等
の
状
況
把
握
。

⑵
ク
マ
等
獣
害
対
策
訓
練
。

⑶
電
気
柵
の
共
同
活
用
。

石
川 

武
利 

議
員

加
藤 

將
展 

議
員

加
か
藤
とう
 將
かつ
展
のぶ
 議員

手
の
遅
れ
に
つ
い
て
、
町

長
は
的
確
な
指
示
を
行
っ

た
の
か
、
ま
た
、
危
機
意

識
は
十
分
に
あ
っ
た
の
か
。
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な
ど
幅
広
い
意
見
を
取
り

入
れ
た
い
。

　

現
在
、
町
民
の
参
画
と

協
働
と
し
て
、
総
合
計
画

町
民
提
案
会
議
「
し
ょ
う

な
い
希
望
ミ
ー
テ
ィ
ン

グ
」
を
開
催
し
「
庄
内
町

の
未
来
」
を
テ
ー
マ
に
意

見
交
換
し
て
い
る
。

　

今
年
度
は
特
に
、
町
民

の
声
に
耳
を
傾
け
、
共
に

将
来
像
を
描
き
な
が
ら
、

更
に
魅
力
あ
ふ
れ
る
町
と

な
る
よ
う
進
ん
で
い
き
た

い
。

　
ビ
ジ
ョ
ン
を
示
せ

町
民
と
意
見
交
換
し
て
い
る

特と
く
措そ

法
で
対
応
す
べ
き

早
急
に
検
討
し
対
応
し
た
い

第
３
次

総
合
計
画

荒
廃
空
き
家

　

策
定
に
あ
た
り

町
の
課
題
や
将
来

像
を
み
ん
な
で
共
有
し
、

暮
ら
し
や
す
く
住
み
続
け

た
い
地
域
社
会
を
築
い
て

い
く
た
め
、
町
民
の
皆
さ

ん
の
知
恵
や
ア
イ
デ
ィ
ア

　

法
律
が
変
わ
り
、

内
容
の
学
習
不
足

が
あ
っ
た
の
で
、
顧
問
弁

護
士
等
に
も
相
談
し
、
間

違
い
の
な
い
対
応
を
今
後

し
て
い
き
た
い
。

　

制
度
・
法
律
を
内
部
的

に
も
確
認
し
た
う
え
で
、

町
民
の
不
利
益
に
な
ら
な

い
よ
う
に
し
っ
か
り
と
対

応
し
て
い
く
べ
き
だ
と

思
っ
て
い
る
。
ど
う
い
う

や
り
方
が
い
い
の
か
、
早

急
に
検
討
し
対
応
し
て
い

き
た
い
。

　
第
３
次
総
合
計

画
（
Ｒ
８
～
Ｒ
17
）

の
策
定
に
あ
た
り
、
町
長

　
管
理
不
全
空
地・

空
き
家
問
題
を
解

決
す
る
た
め
法
改
正
さ
れ

は
ど
ん
な
将
来
像
を
描
い

て
い
る
の
か
。

た
。
法
に
は
、
利
害
関
係

者
（
町
民
）
が
裁
判
所
に

申
請
す
る
も
の
と
、
町
の

裁
量
で
対
応
で
き
る
特
措

法
が
あ
る
。
解
体
の
対
応

を
し
た
場
合
は
、
そ
の
費

用
を
所
有
者
か
ら
回
収
す

る
こ
と
は
当
然
で
あ
る
が

所
有
者
不
明
で
回
収
で
き

な
い
場
合
は
、
国
か
ら
半

町
長

町
長

こうなる前に

問

問

町長

町長

齋
さいとう
藤 秀

ひで
紀
き
 議員

小
お
野
の
 一
かず
晴
はる
 議員

齋
藤 

秀
紀 

議
員

小
野 

一
晴  

議
員

分
補
填
さ
れ
る
。
し
か
し
、

町
民
が
裁
判
所
に
申
請
し

て
対
応
し
た
場
合
は
、
そ

の
費
用
を
予
納
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
う
え
に
、
国

か
ら
半
分
補
填
さ
れ
な
い
。

　
問
題
解
決
に
は
、
町
が

特
措
法
（
特
別
措
置
法
）

で
対
応
す
べ
き
だ
。

課題は明らかだ

（人口推移と高齢化率）

荒廃空き家（イメージ）
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《
氏
名
》髙た

か

橋は
し 

久く

美み

《
集
落
》前
田
野
目

花
き
農
家
が
抱
え
る

現
状
と
課
題

夫
と
二
人 

花
栽
培
24
年

（
参
考
人
）

田
ん
ぼ
の
受
託
が
増
え

ダ
リ
ア
断
念

（
参
考
人
）

全
国
に
誇
れ
る
栽
培
技
術　

絶
や
し
て
は
な
ら
な
い

（
参
考
人
）

花
づ
く
り
に
特
化
し
た

人
材
育
成
を

（
参
考
人
）

（
議
員
）

　
は
じ
め
に
、
経
営
内
容

も
含
め
た
自
己
紹
介
を
お

願
い
し
ま
す
。

（
議
員
）

　
高
橋
さ
ん
の
栽
培
し
た

ダ
リ
ア
が
、
２
０
１
９
年

や
ま
が
た
フ
ラ
ワ
ー
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
で
農
林
水
産

大
臣
賞
を
い
た
だ
い
た
と

お
聞
き
し
ま
し
た
。
ダ
リ

ア
栽
培
に
つ
い
て
お
聞
き

し
ま
す
。

（
議
員
）

　
庄
内
町
の
花
を
全
国
に

ア
ピ
ー
ル
す
る
に
は
ど
ん

な
工
夫
が
必
要
だ
と
お
考

え
で
す
か
。
ま
た
、
花
農

家
の
現
状
を
お
話
く
だ
さ

い
。

（
議
員
）

　
今
後
、
庄
内
町
の
花
農

家
を
継
続
す
る
た
め
に
は

ど
の
よ
う
な
事
が
考
え
ら

れ
ま
す
か
。

担
当
議
員　
伊
藤 

和
美

開かれた議会へ

第 9 回参考人の意見を聴く会
決算特別委員会において2人の町民に、参考人として議場で意見を述べてもらいました 庄内町議会HP

※要約、抜粋で掲載

町民の声を

　

夫
と
二
人
で
米
と
花
を

作
っ
て
お
り
、
私
は
主
に

花
づ
く
り
を
中
心
に
仕
事

を
し
て
お
り
ま
す
。
花
栽

培
を
始
め
て
24
年
に
な
り
、

栽
培
し
て
い
た
花
は
ト
ル

コ
ギ
キ
ョ
ウ
と
ス
ト
ッ
ク

と
ダ
リ
ア
で
す
。
花
は
８

棟
の
ハ
ウ
ス（
６
８
４
坪
）

で
栽
培
し
て
お
り
、
Ｊ
Ａ

庄
内
た
が
わ
を
通
し
市
場

に
出
荷
、
ま
た
、
地
元
の

産
直
で
も
販
売
し
て
い
ま

　

２
０
１
６
年
、
土
壌
障

害
を
回
避
す
る
た
め
ハ
ウ

ス
２
棟
で
栽
培
を
は
じ
め

ま
し
た
。
そ
の
後
、
コ
ロ

ナ
禍
で
ダ
リ
ア
が
売
れ
な

い
事
態
に
な
り
ま
し
た
。

そ
ん
な
中
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
全

国
で
も
有
名
な
フ
ロ
ー
リ

ス
ト
（
花
屋
）
の
方
と
つ

な
が
り
、
産
地
直
送
と
い

う
こ
と
で
販
売
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
Ｓ
Ｎ
Ｓ

の
つ
な
が
り
は
、
こ
れ
か

ら
の
花
づ
く
り
に
な
く
て

は
な
ら
な
い
ツ
ー
ル
の
一

つ
と
考
え
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
今
年

か
ら
、
田
ん
ぼ
の
受
託
が

　

生
産
者
と
消
費
者
を
つ

な
ぐ
観
光
事
業
も
魅
力
的

で
あ
り
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
発
信
に

つ
な
げ
る
こ
と
が
で
き
る

と
思
い
ま
す
。

　

庄
内
町
の
花
栽
培
は
全

国
に
誇
れ
る
栽
培
技
術
が

あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
決
し

て
絶
や
し
て
は
な
ら
な
い

も
の
だ
と
思
い
ま
す
。
人

件
費
等
も
高
騰
し
て
い
る

た
め
、
思
う
よ
う
に
人
を

雇
う
こ
と
が
で
き
な
い
現

状
で
す
。
そ
の
た
め
に
農

業
次
世
代
人
材
投
資
資
金

等
を
活
用
し
た
い
と
考
え

ま
す
が
、
ハ
ー
ド
ル
が
高

い
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

花
づ
く
り
に
特
化
し
た

人
材
育
成
は
ど
う
で
し
ょ

う
か
。
受
け
入
れ
を
希
望

す
る
花
農
家
に
研
修
の
委

託
を
行
い
、
花
づ
く
り
を

学
び
た
い
と
考
え
る
人
を
、

す
。
田
ん
ぼ
の
耕
作
面
積

は
約
８
ha
で
す
。

増
え
た
こ
と
や
作
業
の
人

手
不
足
な
ど
で
、
ダ
リ
ア

の
栽
培
を
あ
き
ら
め
る
こ

と
に
し
ま
し
た
。

独
立
し
て
花
栽
培
で
収
益

を
上
げ
て
い
け
る
ま
で
育

成
す
る
の
で
す
。
稼
げ
る

花
農
家
を
育
て
て
い
く
こ

と
が
、
後
継
者
育
成
に
つ

な
が
る
の
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。

　

最
後
に
、
米
農
家
の
田

ん
ぼ
の
受
託
が
増
え
る
こ

と
で
、
花
づ
く
り
を
諦
め

て
し
ま
う
こ
と
は
あ
っ
て

は
な
ら
な
い
と
切
に
思
い

ま
す
。

全国に誇れる美しい花栽培
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ゆ
く
た
め
の
提
案
で
す
。

　

一
つ
目
で
す
が
、
現
行

会
場
で
継
続
す
る
場
合
、

会
場
の
旧
清
川
小
学
校
グ

ラ
ウ
ン
ド
は
、
過
去
の
実

績
で
は
降
雨
で
グ
チ
ャ
グ

チ
ャ
と
な
り
、
グ
ラ
ウ
ン

ド
を
舗
装
す
る
必
要
が
あ

る
と
思
い
ま
す
。

　

二
つ
目
で
す
が
、
ス

ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
と
し
て

庄
内
町
を
Ｐ
Ｒ
す
る
場
合

の
規
模
拡
大
に
向
け
た
会

場
移
設
に
つ
い
て
で
す
。

狩
川
地
区
の
選
手
待
機
施

設
は
、
立
川
中
学
校
体
育

館
、立
川
小
学
校
体
育
館
、

狩
川
町
づ
く
り
セ
ン
タ
ー

の
３
施
設
が
あ
り
ま
す
。

狩
川
町
づ
く
り
セ
ン
タ
ー

の
駐
車
場
を
会
場
に
す
れ

ば
、
降
雨
時
の
懸
念
も
解

消
さ
れ
ま
す
。
ス
ポ
ー
ツ

イ
ベ
ン
ト
と
し
て
規
模
拡

大
を
目
指
す
な
ら
ば
、
狩

川
地
区
に
変
更
す
る
こ
と

を
提
案
し
ま
す
。
ま
た
、

開
催
期
日
の
変
更
も
検
討

の
余
地
が
あ
る
と
思
い
ま

す
。

《
氏
名
》佐さ

藤と
う 

正ま
さ

美み

《
集
落
》家
根
合

庄
内
町
ス
ポ
ー
ツ
振
興

基
金
の
活
用
に
つ
い
て

卓
球
ひ
と
す
じ
に

（
参
考
人
）

基
金
の
柔
軟
活
用
を

（
参
考
人
）

ソ
フ
ト
面
に
活
用
を

（
参
考
人
）

（
議
員
）

　
質
問
に
入
る
前
に
自
己

紹
介
を
お
願
い
し
ま
す
。

（
議
員
）

　
「
庄
内
町
ス
ポ
ー
ツ
振

興
基
金
」
の
活
用
に
つ
い

（
議
員
）

　
こ
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
基

金
の
維
持
継
続
の
面
か
ら

ご
意
見
が
あ
れ
ば
お
聞
き

し
た
い
。

担
当
議
員　
石
川 

武
利

　

私
は
22
歳
か
ら
余
目
中

学
校
卓
球
部
指
導
を
15
年

間
、
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
指

導
を
10
年
間
務
め
た
後
、

町
内
に
ラ
ー
ジ
ボ
ー
ル
卓

球
の
組
織
を
立
ち
上
げ
ま

し
た
。
庄
内
町
ス
ポ
ー
ツ

協
会
で
は
会
長
を
務
め
て

お
り
、
７
年
目
に
な
り
ま

す
。

　

庄
内
町
に
は
、
現
在
約

２
３
０
０
万
円
の
「
ス
ポ

ー
ツ
振
興
基
金
」
が
あ
り

ま
す
。

　

活
用
に
つ
い
て
、
二
つ

の
提
案
を
し
ま
す
。

　

一
つ
目
は
「
中
学
校
部

活
動
地
域
指
導
者
の
謝
金

の
増
額
」
に
つ
い
て
で
す
。

　

か
つ
て
中
学
校
の
指
導

者
に
謝
金
の
制
度
は
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
が
、
現
在

は
制
度
化
さ
れ
、
年
間
一

人
あ
た
り
２
～
３
万
円
支

給
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
し
か
し
、
令
和
８

年
度
か
ら
、
休
日
の
部
活

動
の
責
任
者
は
、
顧
問
の

先
生
か
ら
地
域
指
導
者
に

移
行
さ
れ
、
部
活
動
は

「
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
扱
い
」

と
な
り
ま
す
。

　

そ
の
受
け
皿
団
体
の
選

択
肢
の
一
つ
と
し
て
、
町

が
推
奨
し
て
い
る
「
総
合

型
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ 

コ

メ
ッ
ち
わ
く
わ
く
ク
ラ

ブ
」
が
あ
り
ま
す
が
、
保

護
者
負
担
増
が
懸
念
さ
れ

ま
す
。
そ
こ
で
基
金
を
活

用
し
て
、
指
導
者
へ
の
謝

金
を
増
額
し
て
い
た
だ
け

れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

二
つ
目
は
「
全
国
大
会

等
出
場
時
の
選
手
激
励
金

並
び
に
指
導
者
派
遣
費
」

に
つ
い
て
で
す
。

　

本
町
は
、
中
学
校
体
育

連
盟
又
は
、
中
学
校
文
化

連
盟
が
主
催
し
、
又
は
共

催
す
る
大
会
に
つ
い
て
は
、

町
か
ら
の
補
助
金
と
し
て

交
付
さ
れ
て
い
ま
す
。
た

だ
し
、
他
の
大
会
は
交
付

対
象
外
と
な
っ
て
お
り
、

派
遣
費
等
は
「
余
目
中
学

校
教
育
振
興
会
」
及
び

「
立
川
中
学
校
教
育
後
援

会
」
か
ら
の
支
出
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。
併
せ
て
基

金
か
ら
支
出
を
お
願
い
し

ま
す
。

月
山
龍
神
マ
ラ
ソ
ン
に

つ
い
て

清
川
グ
ラ
ウ
ン
ド
の

整
備
を

　
（
参
考
人
）

会
場
変
更
を
検
討
し
て
は

（
議
員
）

　
「
月
山
龍
神
マ
ラ
ソ

ン
」
に
つ
い
て
お
聞
き
し

ま
す
。

　

今
後
も
発
展
継
続
し
て

　
「
余
目
中
学
校
教
育
振

興
会
」
及
び
「
立
川
中
学

校
教
育
後
援
会
」
の
両
組

織
か
ら
は
、
地
域
住
民
の

理
解
を
得
な
が
ら
、
町
か

ら
も
会
員
増
Ｐ
Ｒ
活
動
等

の
お
力
添
え
を
お
願
い
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

　
「
子
ど
も
は
町
の
宝
で

す
！
」
ス
ポ
ー
ツ
に
携
わ

る
子
ど
も
達
（
保
護
者
）

が
負
担
す
る
の
で
は
な
く
、

ス
ポ
ー
ツ
振
興
基
金
が
創

設
さ
れ
た
経
緯
か
ら
も
、

ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
増
改
築

等
の
ハ
ー
ド
面
に
活
用
す

る
こ
と
だ
け
で
な
く
、
ソ

フ
ト
面
に
活
用
さ
れ
る
こ

と
を
望
み
ま
す
。

がんばっている子どもたちのために

て
お
話
し
く
だ
さ
い
。
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・ 

質
問
す
る
時
、早
口
で
、ぼ
そ
ぼ
そ
と
話
し
て
何
を
言
っ

て
い
る
か
分
か
ら
な
い
。
ハ
ッ
キ
リ
大
き
い
声
で
言
っ

て
も
ら
い
た
い
。

・ 

議
員
も
質
問
の
質
と
、
町
民
が
何
を
求
め
て
い
る
か
を

考
え
て
欲
し
い
。
議
員
同
士
の
私
語
は
慎
ん
で
欲
し
い
。

・ 

議
員
が
町
の
た
め
に
し
っ
か
り
話
し
合
い
し
て
い
る
こ

と
が
分
か
っ
た
。

・ 

話
し
方
が
ハ
キ
ハ
キ
し
て
聞
き
取
り
や
す
く
、
質
問
す

る
と
き
、「
お
伺
い
し
ま
す
」
と
丁
寧
語
で
言
っ
て
い

て
良
か
っ
た
。

・ 

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
質
問
で
、
他
の
社
会

福
祉
協
議
会
と
の
連
携
が
、
し
っ
か
り
と
行
わ
れ
て
い

た
の
は
初
め
て
知
っ
た
。
他
に
も
S
N
S
等
で
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
募
集
を
行
っ
て
い
た
よ
う
で
す
が
、
町

● 

よ
う
こ
そ
議
会
傍
聴
へ
（
ア
ン
ケ
ー
ト
等
）

 

議
員
へ

議
会
全
体
へ

そ
の
他

　
今
定
例
会
は
、
９
月
３
日
か
ら
13
日
ま
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
一
般
質
問
は
５
日
、
６
日
の
２
日
間
、

決
算
特
別
委
員
会
は
、
９
日
か
ら
11
日
ま
で
の
３
日

間
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
沢
山
の
方
々
と
、
余
目
中
学

校
の
生
徒
が
傍
聴
に
来
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

余目中学校３年生 １37人傍聴

・ 

花
き
農
家
の
方
の
話
は
、
と
て
も
参
考
に
な
っ
た
。

・ 
議
会
の
や
り
取
り
が
少
し
難
し
か
っ
た
。

・ 
立
川
地
区
に
、
も
っ
と
金
と
力
と
知
恵
を
入
れ
て
欲
し

い
。

・ 

声
が
時
々
聞
こ
え
な
か
っ
た
。
も
う
少
し
は
っ
き
り

言
っ
て
欲
し
い
。

・ 

議
会
の
質
問
も
町
の
説
明
も
良
か
っ
た
。
無
駄
な
時
間

が
な
く
、
ス
ム
ー
ズ
で
素
晴
ら
し
か
っ
た
。

・
庄
内
町
で
課
題
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
知
っ
て
良
か
っ

た
。
大
事
な
言
葉
を
強
調
す
る
と
人
に
も
伝
わ
り
や
す

い
と
思
っ
た
。

・ 

議
会
の
真
剣
な
話
し
合
い
の
様
子
を
生
徒
に
見
せ
る
こ

と
が
出
来
て
良
か
っ
た
。
生
徒
の
話
し
合
い
活
動
の
参

考
に
な
っ
た
と
思
う
。
ま
た
、
将
来
の
庄
内
町
の
人
材

育
成
の
た
め
に
も
、
こ
の
よ
う
な
機
会
を
頂
け
て
あ
り

が
た
か
っ
た
。

・ 

庄
内
町
と
し
て
取
り
組
ん
で
い
る
事
業
は
、
指
定
管
理

料
や
委
託
料
だ
け
の
報
告
で
は
な
く
、
１
つ
の
事
業
と

し
て
収
入
・
支
出
の
内
訳
を
し
っ
か
り
把
握
す
べ
き
で

あ
る
。

・
復
興
に
向
け
て
徹
底
的
に
話
し
合
っ
て
解
決
し
よ
う
と

い
う
の
が
伝
わ
っ
て
き
た
。

・
具
体
的
な
地
域
名
を
挙
げ
て
説
明
し
て
い
る
の
が
良

か
っ
た
。

・ 

空
き
家
対
策
に
つ
い
て
の
内
容
が
わ
か
り
づ
ら
か
っ
た
。

・ 

自
然
災
害
へ
の
取
り
組
み
や
鳥
獣
被
害
に
つ
い
て
、
と

て
も
勉
強
に
な
っ
た
。

・ 

質
問
す
る
と
き
丁
寧
で
か
っ
こ
よ
か
っ
た
。
町
の
代
表

の
方
々
は
答
え
方
も
適
切
で
す
ご
い
と
思
っ
た
。

・ 

し
っ
か
り
話
し
て
い
て
庄
内
町
を
安
心
し
て
任
せ
ら
れ

る
と
思
っ
た
。

・
議
題
に
対
し
て
双
方
が
適
切
に
話
し
合
っ
て
い
た
し
、

発
言
の
ス
ピ
ー
ド
が
ス
ム
ー
ズ
で
わ
か
り
や
す
か
っ
た
。

・ 

議
会
で
質
問
す
る
方
も
答
え
る
方
も
、
良
く
考
え
て
話

し
て
い
る
こ
と
が
伝
わ
っ
て
き
て
と
て
も
驚
い
た
。
問

題
の
解
決
策
に
対
し
て
も
デ
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
の
で
、

大
変
だ
な
と
思
っ
た
。

3 年４組のみなさん
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9 月定例会を傍聴して （原文要約・抜粋）

①
傍
聴
に
き
て
よ
か
っ
た
……
…
…
…
…
…
123
人

②
勉
強
に
な
っ
た
……
…
…
…
…
…
…
…
…
65
人

③
お
も
し
ろ
か
っ
た
……
…
…
…
…
…
…
…
23
人

④
緊
張
感
が
あ
っ
た
……
…
…
…
…
…
…
…
49
人

⑤
議
会
が
頑
張
っ
て
い
る
の
が
わ
か
っ
た
……
63
人

⑥
町
の
動
き
が
わ
か
っ
た
……
…
…
…
…
…
41
人

⑦
議
会
の
や
り
と
り
が
わ
か
っ
た
……
…
…
73
人

⑧
議
会
の
や
り
と
り
が
わ
か
ら
な
い
……
…
62
人

⑨
質
問
の
主
旨
が
わ
か
ら
な
い
……
…
…
…
８
人

⑩
答
弁
が
適
切
で
な
い
……
…
…
…
…
…
…
３
人

⑪
ネ
ッ
ト
中
継
で
十
分
だ
と
思
っ
た
……
…
14
人

⑫
議
会
の
熱
意
が
伝
わ
ら
な
か
っ
た
……
…
６
人

（
12
項
目
・
複
数
回
答
）

3日㈫	 議案等審議 	 0人
4日㈬	 議案等審議	 0人
5日㈭	 一般質問	 124人
6日㈮	 一般質問	 57人
9日㈪	 決算特別委員会	 2人
10日㈫	 決算特別委員会	 1人
11日㈬	 決算特別委員会	 0人
12日㈭	 休会	
13日㈮	 議案等審議	 0人

　

一
般
質
問
、
決
算
特
別
委
員
会
の
や
り
と
り
に
つ

い
て
、
様
々
な
意
見
を
頂
き
ま
し
た
。

　

ご
批
判
を
う
け
る
よ
う
な
内
容
の
意
見
に
つ
い
て

は
、
真
摯
に
う
け
と
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
感
じ

て
お
り
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
ご
意
見
を
参
考
に
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

令和6年9月定例会 傍聴者数 184人 ア
ン
ケ
ー
ト
集
計
結
果（
１
８
４
人
中
）

議
会
よ
り

3 年５組のみなさん

内
放
送
等
の
方
が
多
く
の
人
が
知
り
、
参
加
し
て
く
れ

る
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
た
。

・ 

声
が
低
く
よ
く
伝
わ
ら
な
か
っ
た
。
ネ
ッ
ト
の
中
継
の

ほ
う
が
良
か
っ
た
。

・ 
町
職
員
の
勉
強
不
足
、
甘
さ
が
よ
く
分
か
っ
た
。

・ 
方
言
が
多
く
聞
き
取
り
づ
ら
い
。

・ 

ハ
キ
ハ
キ
と
、
標
準
語
で
お
願
い
し
た
い
。

・ 

用
語
が
わ
か
ら
な
い
。

・ 

初
め
て
傍
聴
し
、
傍
聴
の
機
会
を
得
て
大
変
良
い
勉
強

と
な
っ
た
。

・ 

町
の
防
犯
対
策
に
つ
い
て
知
る
こ
と
が
で
き
た
。

・ 

一
つ
ひ
と
つ
の
質
問
に
答
え
て
、
解
決
す
べ
き
問
題
に

し
っ
か
り
取
り
組
ん
で
い
た
。

・ 

聞
き
取
り
づ
ら
か
っ
た
の
で
議
員
を
映
す
テ
レ
ビ
に
、

音
声
を
あ
げ
て
欲
し
い
。

・ 

議
会
の
内
容
が
良
い
と
思
っ
た
。

・ 

寝
て
い
る
人
が
い
た
。

・ 

熱
く
議
論
し
あ
っ
て
い
て
、
面
白
か
っ
た
。

・ 

具
体
的
施
策
の
答
え
の
内
容
が
良
か
っ
た
。
町
民
に
よ

り
そ
っ
た
考
え
が
良
か
っ
た
。
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花
き
提
供

　
庄
内
町
は
住
み
や
す
い

で
す
か
。

好
き
だ
し
住
み
や
す
い

　
　
　
　
1
・
2
小
学
区

と
違
い
少
々
不
便
で
す
が
、

田
ん
ぼ
が
多
く
、
空
気
も

澄
ん
で
い
て
、
多
様
な
植

物
と
の
ふ
れ
あ
い
等
、
子

ど
も
た
ち
に
と
っ
て
は
良

い
環
境
で
す
。

　
　
　
　
庄
内
町
は
好
き

だ
し
住
み
や
す
い
。
大
学

進
学
や
就
職
で
、
一
旦
は

町
を
離
れ
る
こ
と
に
な
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
家

族
を
持
っ
た
ら
、
田
舎
だ

け
ど
風
景
も
よ
く
、
子
育

て
を
考
え
て
庄
内
町
に
住

み
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
け
っ
こ
う
好
き

で
す
。
庄
内
町
は
子
育
て

が
し
や
す
い
町
だ
と
思
う

し
将
来
も
住
み
た
い
で
す
。

　
　
　
　
コ
ン
ビ
ニ
も
近

く
に
あ
り
快
適
に
暮
ら
し

て
い
る
。
住
み
や
す
い
町

だ
と
思
い
ま
す
。

こんにちは

です
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議会に
中学生が傍聴に
来ました

◆町の借金 5億円減額 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・〈決算〉 P.4
◆どう使われたか ・・・・・・・・・・・・〈決算特別委員会〉 P.6
◆12人が町政を問う・・・・・・・・・・・・・・・ 〈一般質問〉 P.13
◆開かれた議会へ ・・・・・・・・・〈参考人からの意見〉 P.20
◆ようこそ議会傍聴へ・・・・・・・・・・・・〈アンケート等〉 P.22
◆住み続けたい庄内町は・・・・・・〈町民へのインタビュー〉 P.24

〈編集〉庄内町議会広報常任委員会
〈印刷〉株式会社小松写真印刷

　
最
近
、
今
ま
で
に
経
験

し
た
こ
と
の
な
い
豪
雨
と

東
日
本
大
震
災
を
思
わ
せ

る
地
震
が
頻
繁
に
起
こ
っ

て
い
ま
す
。
マ
ス
コ
ミ
で

は
被
災
地
の
状
況
を
連
日

の
よ
う
に
報
道
し
て
い
ま

し
た
。

　
９
月
定
例
会
は
３
日
か

ら
13
日
の
日
程
で
、
９
人

の
議
員
か
ら
、
７
月
25
日

の
豪
雨
災
害
に
関
す
る
質

問
が
あ
り
ま
し
た
。
庄
内

町
で
も
、
農
作
物
の
被
害

に
対
す
る
災
害
復
旧
支
援

策
と
し
て
の
調
査
が
行
わ

れ
て
い
ま
す
。
災
害
に
遭

わ
れ
た
皆
様
が
一
日
も
早

く
日
常
生
活
が
送
ら
れ
ま

す
よ
う
お
祈
り
し
ま
す
。

同
様
に
今
回
の
教
訓
を
生

か
し
、
町
民
の
安
心
安
全

の
確
保
に
つ
な
げ
る
こ
と

を
お
誓
い
申
し
上
げ
ま
す
。

（
石
川
　
武
利
）

発
行
人

　
議
　
長
　
石
川
　
　
保

議
会
広
報
常
任
委
員
会

　
委
員
長
　
阿
部
　
利
勝

　
副
委
員
長
　
渡
部  

伊
君
子

　
委
　
員
　
石
川
　
武
利

　
委
　
員
　
ス
ル
タ
ン
ヌ
ー
ル

　
委
　
員
　
奥
山
　
康
宏

　
委
　
員
　
伊
藤
　
和
美

住み続けたい庄内町は？
中学3年生の皆さんの

庄内町けっこう好きかも

町民へのインタビュー

　
将
来
ど
の
よ
う
な
町
に

な
っ
て
ほ
し
い
で
す
か
。

大
人
に
な
っ
て
も
住
み
続

け
た
い
町
に

　
　
　
　
資
格
の
と
れ
る

学
校
と
か
就
職
先
を
増
や

し
て
ほ
し
い
。

　
　
　
　
夜
遅
く
ま
で
学

習
で
き
る
施
設
と
か
が
な

　
庄
内
町
花
き
振
興
会

よ
り
議
場
に
生
花
を
寄

贈
い
た
だ
き
ま
し
た
。

く
、
教
育
の
部
分
が
弱
い

の
で
も
っ
と
教
育
に
力
を

い
れ
て
貰
い
た
い
。
自
然

災
害
に
関
し
て
は
、
安
全
・

安
心
日
本
一
の
町
を
ア

ピ
ー
ル
し
て
ほ
し
い
と
思

い
ま
す
。

　
　
　
　
若
者
が
遊
べ
る

施
設
を
増
や
し
て
ほ
し
い
。

子
育
て
支
援
と
し
て
、
子

ど
も
が
産
み
づ
ら
い
と
い

う
環
境
を
庄
内
町
か
ら
変

え
て
い
け
ば
、
町
外
か
ら

も
人
が
呼
べ
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

　
　
　
　
大
人
に
な
っ
て

も
住
み
続
け
た
い
と
い
う

庄
内
町
に
な
っ
て
も
ら
い

た
い
。
便
利
な
施
設
、
就

職
先
を
増
や
し
子
ど
も
を

産
ん
で
も
安
定
し
て
暮
ら

し
て
い
け
る
町
に
な
っ
て

ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

　
わ
が
町
に
こ
れ
が
欲
し

い
、
こ
れ
が
い
ら
な
い
。

学
習
塾
や
遊
ぶ
場
所
が
欲

し
い

　
　
　
　
４
小
学
区
に
ス
ー

パ
ー
や
学
習
塾
が
欲
し
い
。

あ
と
、
ス
ポ
ー
ツ
で
も
マ

ニ
ア
ッ
ク
な
競
技
施
設
を

作
れ
ば
鶴
岡
や
酒
田
か
ら

人
が
呼
べ
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

　
　
　
　
夜
が
暗
く
田
ん

ぼ
道
に
照
明
を
増
や
し
て

欲
し
い
。
高
規
格
道
路
の

入
り
口
と
出
口
の
十
字
路

に
信
号
が
必
要
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

　
　
　
　
町
に
風
車
を
も
っ

と
増
や
し
て
欲
し
い
。
も
っ

と
遊
べ
る
施
設
が
欲
し
い

で
す
。

　
　
　
　イ
オ
ン
や
マ
ッ
ク

と
か
の
全
国
チ
ェ
ー
ン
店

が
増
え
た
ら
便
利
に
過
ご

せ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
い
ら
な
い
も
の
と

し
て
、
空
き
家
で
す
。
ス
ー

パ
ー
が
県
道
を
挟
ん
で
二

つ
あ
る
け
ど
、
も
う
一
つ

は
別
の
施
設
の
ほ
う
が
利

便
性
が
よ
い
よ
う
に
思
い

ま
す
。

 

４
人
の
意
見

 

「
議
会
傍
聴
を
し
て
み
て
、

中
学
生
議
会
を
や
っ
て
み

た
い
で
す
！
」

荒木健太さん
（廿六木）
荒木健太さん
（廿六木）

池田亜輝さん
（高田麦）
池田亜輝さん
（高田麦）

けんたけんた あ  きあ  き けいじけいじ
前田啓慈さん
（松陽）

前田啓慈さん
（松陽）

荒木そらさん
（沢新田）
荒木そらさん
（沢新田）

校長室にて校長室にて

拝
啓
　
先
日
は
議
会
傍
聴
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
今

回
、「
将
来
も
住
み
た
い
庄
内
町
」
を
テ
ー
マ
に
お
話
を
お

伺
い
で
き
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
受
験
勉
強
や
自
分
の
夢
を
追

う
こ
と
に
精
一
杯
で
、「
庄
内
町
の
こ
と
？
そ
れ
は
あ
な
た

達
の
仕
事
じ
ゃ
な
い
で
す
か
」
と
論
破
さ
れ
そ
う
で
す
が
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
敬
具

問そ
ら
さ
ん

そ
ら
さ
ん

啓
慈
さ
ん

啓
慈
さ
ん

啓
慈
さ
ん

亜
輝
さ
ん

健
太
さ
ん

健
太
さ
ん

健
太
さ
ん

問

問

亜
輝
さ
ん

亜
輝
さ
ん

そ
ら
さ
ん


